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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　アップリンク（ＵＬ）制御チャネルのＴＴＩバンドリングパラメータを識別することと
、
　前記ＴＴＩバンドリングパラメータに少なくとも部分的に基づいて、ダウンリンク制御
情報（ＤＣＩ）フォーマットを識別することと
を備える方法。
【請求項２】
　前記ＤＣＩフォーマットに少なくとも部分的に基づいて、ＤＬ制御チャネルを受信する
こと、または、
　前記ＤＣＩフォーマットに少なくとも部分的に基づいて、ＤＬ制御チャネルを送信する
こと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＴＴＩバンドリングパラメータは、リソース割振り粒度レベルに対応し、ここにお
いて、前記ＤＣＩフォーマットは、前記リソース割振り粒度レベルに少なくとも部分的に
基づくか、または、
　前記ＴＴＩバンドリングパラメータは、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）情報フ
ィールドに対応し、ここにおいて、前記ＤＣＩフォーマットは、前記ＭＣＳ情報フィール
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ドに少なくとも部分的に基づき、
　前記方法は、
　第１のＴＴＩバンドリング長を決定することと、
　前記第１のＴＴＩバンドリング長に基づいて、前記ＭＣＳ情報フィールドの第１の長さ
を決定することと、
　第２のＴＴＩバンドリング長を決定することと、ここで、前記第２のＴＴＩバンドリン
グ長は、前記第１のＴＴＩバンドリング長よりも長い、
　前記第２のＴＴＩバンドリング長に基づいて、前記ＭＣＳ情報フィールドの第２の長さ
を決定することと、ここで、前記ＭＣＳ情報フィールドの前記第２の長さは、前記ＭＣＳ
情報フィールドの前記第１の長さよりも短い、
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　アップリンク（ＵＬ）制御チャネルのＴＴＩバンドリングパラメータを識別するための
手段と、
　前記ＴＴＩバンドリングパラメータに少なくとも部分的に基づいて、ダウンリンク制御
情報（ＤＣＩ）フォーマットを識別するための手段と
を備える装置。
【請求項５】
　前記ＤＣＩフォーマットに少なくとも部分的に基づいて、ＤＬ制御チャネルを受信する
ための手段、または、
　前記ＤＣＩフォーマットに少なくとも部分的に基づいて、ＤＬ制御チャネルを送信する
ための手段
をさらに備える、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記ＴＴＩバンドリングパラメータは、リソース割振り粒度レベルに対応し、ここにお
いて、前記ＤＣＩフォーマットは、前記リソース割振り粒度レベルに少なくとも部分的に
基づくか、または、
　前記ＴＴＩバンドリングパラメータは、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）情報フ
ィールドに対応し、ここにおいて、前記ＤＣＩフォーマットは、前記ＭＣＳ情報フィール
ドに少なくとも部分的に基づき、
　前記装置が、
　第１のＴＴＩバンドリング長を決定するための手段と、
　前記第１のＴＴＩバンドリング長に基づいて、前記ＭＣＳ情報フィールドの第１の長さ
を決定するための手段と、
　第２のＴＴＩバンドリング長を決定するための手段と、ここで、前記第２のＴＴＩバン
ドリング長は、前記第１のＴＴＩバンドリング長よりも長い、
　前記第２のＴＴＩバンドリング長に基づいて、前記ＭＣＳ情報フィールドの第２の長さ
を決定するための手段と、ここで、前記ＭＣＳ情報フィールドの前記第２の長さは、前記
ＭＣＳ情報フィールドの前記第１の長さよりも短い、
をさらに備える、請求項４に記載の装置。
【請求項７】
　請求項１～３のいずれか一項にしたがう方法を実行するための命令を備えるコンピュー
タプログラム。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
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　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１５年１０月２９日に
出願された「ＰＵＣＣＨ　ｆｏｒ　ＭＴＣ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」と題するＣｈｅｎらによる
米国特許出願第１４／９２６，６３０号、および２０１４年１１月７日に出願された「Ｐ
ＵＣＣＨ　ｆｏｒ　ＭＴＣ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」と題するＣｈｅｎらによる米国仮特許出願
第６２／０７７，０６４号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]以下は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、マシンタイプ通信（ＭＴ
Ｃ）デバイスのための物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、お
よび電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多
元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム（たとえば
、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））システム）がある。
【０００４】
　[0004]例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、場合によってはユーザ機器（Ｕ
Ｅ）として知られ得る、複数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、
いくつかの基地局を含み得る。基地局は、（たとえば、基地局からＵＥへの送信のために
）ダウンリンクチャネル、および（たとえば、ＵＥから基地局への送信のために）アップ
リンクチャネル上で、通信デバイスと通信し得る。
【０００５】
　[0005]場合によっては、異なるＵＥは、異なる送信時間間隔（ＴＴＩ）バンドリング（
bundling）構成などの異なるワイヤレスリンク構成を有し得る。たとえば、いくつかのタ
イプのＵＥは、自動化された通信のために設計された得る。自動化されたワイヤレスデバ
イスは、マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）通信またはマシンタイプ通信（ＭＴＣ）、すなわち
、人間の介入なしの通信を実装するものを含み得る。ＭＴＣデバイスおよび他のＵＥは、
ＤＬ送信またはＵＬ送信ごとのいくつかのバンドルされたＴＴＩに関連付けられ得る、よ
り高いレベルの反復またはより低い変調およびコーディング（ＭＣＳ）レートを含む、カ
バレージ拡張動作を実装し得る。場合によっては、異なるＴＴＩバンドリング構成は、Ｕ
Ｌ制御送信の衝突をもたらし得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]本開示は、一般にワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、ＭＴＣデバイ
スを用いたＰＵＣＣＨのための改善されたシステム、方法、または装置に関し得る。ワイ
ヤレスデバイスは、送信時間間隔（ＴＴＩ）バンドリングパラメータで構成され得る。次
いで、デバイスは、ＴＴＩバンドリングパラメータに基づいて（たとえば、基地局のサー
ビングセルなどの別のワイヤレスノードからの暗黙的（implicit）指示または明示的（ex
plicit）指示のいずれかを使用して）アップリンク（ＵＬ）制御チャネルのための１つま
たは複数のリソースを識別し、識別されたリソースを使用してＵＬ制御チャネルを送信し
得る。デバイスはまた、ＴＴＩバンドリングパラメータに基づいてダウンリンク制御情報
（ＤＣＩ）フォーマットを識別し得る。たとえば、リソース割振り粒度（granularity）
レベルは、バンドリングパラメータに関連付けられ得、ＤＣＩフィールドの長さは、リソ
ース割振り粒度レベルに依存し得る。
【０００７】
　[0007]ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信の方法について説明する。方法は、
ＵＬ制御チャネルのＴＴＩバンドリングパラメータを識別することと、ＴＴＩバンドリン
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グパラメータに少なくとも部分的に基づいて、ＵＬ制御チャネルのための１つまたは複数
のリソースを識別することとを含み得る。
【０００８】
　[0008]ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のための装置について説明する。装
置は、ＵＬ制御チャネルのＴＴＩバンドリングパラメータを識別するための手段と、ＴＴ
Ｉバンドリングパラメータに少なくとも部分的に基づいて、ＵＬ制御チャネルのための１
つまたは複数のリソースを識別するための手段とを含み得る。
【０００９】
　[0009]ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のためのさらなる装置について説明
する。装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶さ
れた命令とを含み得、ここにおいて、命令は、ＵＬ制御チャネルのＴＴＩバンドリングパ
ラメータを識別し、ＴＴＩバンドリングパラメータに少なくとも部分的に基づいて、ＵＬ
制御チャネルのための１つまたは複数のリソースを識別するようにプロセッサによって実
行可能である。
【００１０】
　[0010]ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的
コンピュータ可読媒体について説明する。コードは、ＵＬ制御チャネルのＴＴＩバンドリ
ングパラメータを識別し、ＴＴＩバンドリングパラメータに少なくとも部分的に基づいて
、ＵＬ制御チャネルのための１つまたは複数のリソースを識別するように実行可能な命令
を含み得る。
【００１１】
　[0011]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、１つまたは複数のリソースを使用してＵＬ制御チャネルを送信するための特徴、
手段、または命令をさらに含み得る。追加または代替として、いくつかの例は、１つまた
は複数のリソースを使用してＵＬ制御チャネルを受信することを含み得る。
【００１２】
　[0012]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、１つまたは複数のリソースを識別することは、暗黙的リソース割振りに基づい
て、１つまたは複数のリソースを識別することを備える。追加または代替として、いくつ
かの例では、暗黙的リソース割振りは、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）リ
ソースまたは物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）リソースのうちの少なくとも
１つに少なくとも部分的に基づく。
【００１３】
　[0013]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、１つまたは複数のリソースを識別することは、サービングセルのキャリア帯域
幅の周波数範囲のセットとＴＴＩバンドリングパラメータのセットとの間の対応関係に少
なくとも部分的に基づいて、１つまたは複数のリソースを識別することを備え、ここにお
いて、ＴＴＩバンドリングパラメータのセットは、ＵＬ制御チャネルのＴＴＩバンドリン
グパラメータを備える。追加または代替として、いくつかの例は、リソースオフセットの
セットとＴＴＩバンドリングパラメータのセットとの間の対応関係を決定することを含み
得、ここにおいて、ＴＴＩバンドリングパラメータのセットは、ＵＬ制御チャネルのＴＴ
Ｉバンドリングパラメータを備える。
【００１４】
　[0014]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、１つまたは複数のリソースを識別することは、ＴＴＩバンドリングパラメータ
と対応関係とに少なくとも部分的に基づいて、リソースオフセットのセットからリソース
オフセットを選択することを備える。追加または代替として、いくつかの例は、ＴＴＩバ
ンドリングパラメータに対応するリソースオフセットを示す構成を受信することを含み得
、ここにおいて、１つまたは複数のリソースを識別することは、リソースオフセットに基
づく。
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【００１５】
　[0015]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、１つまたは複数のリソースを識別することは、ワイヤレスノードから１つまた
は複数のリソースの指示を受信することを備える。追加または代替として、いくつかの例
は、ＴＴＩバンドリングパラメータのための複数のリソースの構成を受信することと、Ｄ
Ｌ制御チャネルにおいて指示を受信することと、指示に基づいて、ＴＴＩバンドリングパ
ラメータのための構成された複数のリソースから１つのリソースを識別することとを含み
得る。
【００１６】
　[0016]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、１つまたは複数のリソースを識別することは、リソースブロック中の複数のサ
ブフレームを介したバンドル送信のためのリソースホッピングパターンを識別することを
備える。追加または代替として、いくつかの例では、ＴＴＩバンドリングパラメータは、
ワイヤレスデバイスのカバレージ拡張設定に少なくとも部分的に基づく。
【００１７】
　[0017]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、ワイヤレスデバイスはＭＴＣデバイスである。
【００１８】
　[0018]ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信の方法について説明する。方法は、
ＵＬ制御チャネルのＴＴＩバンドリングパラメータを識別することと、ＴＴＩバンドリン
グパラメータに少なくとも部分的に基づいて、ＤＣＩフォーマットを識別することとを含
み得る。
【００１９】
　[0019]ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のための装置について説明する。装
置は、ＵＬ制御チャネルのＴＴＩバンドリングパラメータを識別するための手段と、ＴＴ
Ｉバンドリングパラメータに少なくとも部分的に基づいて、ＤＣＩフォーマットを識別す
るための手段とを含み得る。
【００２０】
　[0020]ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のためのさらなる装置について説明
する。装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶さ
れた命令とを含み得、ここにおいて、命令は、ＵＬ制御チャネルのＴＴＩバンドリングパ
ラメータを識別し、ＴＴＩバンドリングパラメータに少なくとも部分的に基づいて、ＤＣ
Ｉフォーマットを識別するようにプロセッサによって実行可能である。
【００２１】
　[0021]ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的
コンピュータ可読媒体について説明する。コードは、ＵＬ制御チャネルのＴＴＩバンドリ
ングパラメータを識別し、ＴＴＩバンドリングパラメータに少なくとも部分的に基づいて
、ＤＣＩフォーマットを識別するように実行可能な命令を含み得る。
【００２２】
　[0022]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ＤＣＩフォーマットに少なくとも部分的に基づいて、ＤＬ制御チャネルを受信す
るための特徴、手段、または命令をさらに含み得る。追加または代替として、いくつかの
例は、ＤＣＩフォーマットに少なくとも部分的に基づいて、ＤＬ制御チャネルを送信する
ことを含み得る。
【００２３】
　[0023]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、ＴＴＩバンドリングパラメータは、リソース割振り粒度レベルに対応し、ここ
において、ＤＣＩフォーマットは、リソース割振り粒度レベルに少なくとも部分的に基づ
く。追加または代替として、いくつかの例では、リソース割振り粒度レベルは、最小数の
複数のリソースブロック（ＲＢ）に基づき、ここにおいて、ＵＬ制御チャネルのためのリ
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ソースのセットを示すＤＣＩフィールドは、リソース割振り粒度レベルに基づく数ビット
を備える。
【００２４】
　[0024]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、リソース割振り粒度レベルは、１ＲＢという最小数に基づき、ここにおいて、
ＵＬ制御チャネルのためのリソースのセットを示すＤＣＩフィールドは、リソース割振り
粒度レベルに基づくいくつかのビットを備える。追加または代替として、いくつかの例で
は、ＴＴＩバンドリングパラメータは、ＭＣＳ情報フィールドに対応し、ここにおいて、
ＤＣＩフォーマットは、ＭＣＳ情報フィールドに少なくとも部分的に基づく。
【００２５】
　[0025]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、第１のＴＴＩバンドリング長を決定することと、第１のＴＴＩバンドリング長に
基づいてＭＣＳ情報フィールドの第１の長さを決定することと、第２のＴＴＩバンドリン
グ長を決定することと、ここで、第２のＴＴＩバンドリング長は、第１のＴＴＩバンドリ
ング長よりも大きい、第２のＴＴＩバンドリング長に基づいてＭＣＳ情報フィールドの第
２の長さを決定することと、ここで、ＭＣＳ情報フィールドの第２の長さは、ＭＣＳ情報
フィールドの第１の長さよりも小さい、を行うための特徴、手段、または命令をさらに含
み得る。
【００２６】
　[0026]上記では、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本
開示による例の特徴および技術的利点をかなり広く概説した。以下で、追加の特徴および
利点について説明する。開示される概念および具体例は、本開示の同じ目的を実施するた
めの他の構造を修正または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等
価な構成は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示される概念の特性、
それらの編成と動作方法の両方は、関連する利点とともに、添付の図に関して以下の説明
を検討するとより良く理解されよう。図の各々は、例示および説明のみの目的で提供され
、特許請求の範囲の限界を定めるものではない。
【００２７】
　[0027]本開示の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照して実現され得る
。添付の図では、同様の構成要素または特徴は、同じ参照ラベルを有し得る。さらに、同
じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、同様の構成要素を区別す
る第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照ラベルのみが本明細書
において使用される場合、説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、同じ第１の参照ラベ
ルを有する同様の構成要素のいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】[0028]本開示の様々な態様による、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）デバイスを用い
た物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のためのワイヤレス通信システムの一例
を示す図。
【図２】[0029]本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのための
ワイヤレス通信サブシステムの一例を示す図。
【図３】[0030]本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのための
リソースオフセット構成の一例を示す図。
【図４】[0031]本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのための
リソースブロック割振りの一例を示す図。
【図５】[0032]本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのための
プロセスフローの一例を示す図。
【図６】[0033]本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのために
構成されたデバイスのブロック図。
【図７】[0034]本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのために
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構成されたデバイスのブロック図。
【図８】[0035]本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのために
構成されたＰＵＣＣＨモジュールのブロック図。
【図９】[0036]本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのために
構成されたデバイスを含むシステムのブロック図。
【図１０】[0037]本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのため
に構成された基地局を含むシステムのブロック図。
【図１１】[0038]本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのため
の方法を示すフローチャート。
【図１２】[0039]本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのため
の方法を示すフローチャート。
【図１３】[0040]本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのため
の方法を示すフローチャート。
【図１４】[0041]本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのため
の方法を示すフローチャート。
【図１５】[0042]本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのため
の方法を示すフローチャート。
【図１６】[0043]本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのため
の方法を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　[0044]説明される特徴は、一般に、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）デバイスを用いた物理
アップリンク（ＵＬ）制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のための改善されたシステム、方法、
または装置に関する。いくつかのワイヤレスシステムは、ＭＴＣ通信またはマシンツーマ
シン（Ｍ２Ｍ）通信などの自動化された通信を提供し得る。Ｍ２ＭまたはＭＴＣは、人間
の介入なしで通信する技術を指すことがある。場合によっては、ＭＴＣデバイスは、制限
された機能を有し得る。たとえば、あるＭＴＣデバイスはブロードバンド機能を有し得る
が、他のＭＴＣデバイスはナローバンド通信に限定され得る。このナローバンド制限は、
たとえば、ＭＴＣデバイスが基地局によってサービスされる全帯域幅を使用して制御チャ
ネル情報を受信する能力に干渉し得る。ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）などの
いくつかのワイヤレス通信システムでは、制限された帯域幅機能を有するＭＴＣデバイス
（または同様の機能を有する別のデバイス）は、カテゴリ０デバイスと呼ばれることがあ
る。
【００３０】
　[0045]場合によっては、ＭＴＣデバイスは、低減されたピークデータレートを有し得る
（たとえば、最大トランスポートブロックサイズは、１０００ビットであり得る）。加え
て、ＭＴＣデバイスは、ランク１送信と、受信するための１つのアンテナとを有し得る。
これは、ＭＴＣデバイスを半二重通信に制限し得る（すなわち、デバイスは、同時に送信
および受信することが可能ではないことがある）。ＭＴＣデバイスが半二重である場合、
ＭＴＣデバイスは（たとえば、送信（Ｔｘ）から受信（Ｒｘ）への、または受信（Ｒｘ）
から送信（Ｔｘ）への）緩やかな切替え時間を有し得る。たとえば、非ＭＴＣデバイスの
公称切替え時間は２０μｓであり得るが、ＭＴＣデバイスの切替え時間は１ｍｓであり得
る。ワイヤレスシステムにおけるＭＴＣ拡張（ｅＭＴＣ）は、ナローバンドＭＴＣデバイ
スがより広いシステム帯域幅動作（たとえば、１．４／３／５／１０／１５／２０ＭＨｚ
）内で効率的に動作することを可能にし得る。たとえば、ＭＴＣデバイスは、１．４ＭＨ
ｚ帯域幅（すなわち、６つのリソースブロック）をサポートし得る。場合によっては、そ
のようなＭＴＣデバイスのカバレージ拡張は、（たとえば、最大１５ｄＢの）電力ブース
ティングオブ（boosting of）によって達成され得る。
【００３１】
　[0046]ＭＴＣデバイスは、トラフィックタイプと、ロケーションと、干渉とを含む様々
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な要因に基づいて、異なる程度のカバレージ拡張を受けることがある。たとえば、いくつ
かのＭＴＣデバイスは、カバレージ拡張をほとんどまたはまったく使用しなくても、その
アプリケーションおよび／または通信環境には十分であることを見出すことができる。し
かしながら、同じカバレージエリア内の他のＭＴＣデバイスは、同じレベルのカバレージ
拡張を不十分であると思うことがある。したがって、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）などの基
地局は、異なるＭＴＣデバイスのための異なるレベルのカバレージ拡張を提供し、扱うこ
とができ、このことは、リソース管理問題をもたらし、システムに処理／スケジューリン
グ負荷をかけることがある。
【００３２】
　[0047]カバレージ拡張なしのＭＴＣデバイスの場合、ｅＮＢは暗黙的物理ＵＬ制御チャ
ネル（ＰＵＣＣＨ）リソース割振りを使用し得る。しかしながら、リソースブロック（Ｒ
Ｂ）よりも多くの制御チャネル要素（ＣＣＥ）がある場合があり、このことは、（たとえ
ば、暗黙的リソース割振りが開始ＣＣＥに基づく場合）不必要に多数のＰＵＣＣＨリソー
スを作成することがある。したがって、リソース割振りは、ＰＤＣＣＨリソースではなく
、物理ダウンリンク共有制御チャネル（ＰＤＳＣＨ）リソースに基づき得る（たとえば、
ＰＤＳＣＨの開始ＲＢは、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックのた
めのＰＵＣＣＨリソースを導出するために使用され得る）。複数のアンテナ構成がサポー
トされない場合、ＭＴＣデバイスに対して最大６つの１－ＲＢ　ＰＤＳＣＨ割当て（すな
わち、最大６つの暗黙的ＰＵＣＣＨリソース）があり得る。そのような場合、ＭＴＣデバ
イスは、スロットを介したＰＵＣＣＨのミラーホッピングを使用することができ、このこ
とは、周波数ダイバーシティ利得を改善し得る。
【００３３】
　[0048]カバレージ拡張ありのＭＴＣデバイスの場合、ＰＵＣＣＨリソース割振りは暗黙
的または明示的に行われ得る。リソース割振りが暗黙的に行われる場合、ｅＮＢは異なる
レベルのカバレージ拡張を有するＭＴＣデバイスに対してリソースを別個に割り振ること
ができる。たとえば、ｅＮＢは、ＭＴＣデバイスのカバレージに従って、異なるリソース
開始オフセットを異なるＭＴＣデバイスに適用することができる（たとえば、カバレージ
拡張なしのＭＴＣデバイスは、第１のＰＵＣＣＨリソース開始オフセットで構成され得、
低いカバレージ拡張ありのＭＴＣデバイスは、第２のＰＵＣＣＨリソースオフセットで構
成され得、中程度のカバレージ拡張ありのＭＴＣデバイスは、第３のＰＵＣＣＨリソース
オフセットで構成され得、大きいカバレージ拡張ありのＭＴＣデバイスは、第４のＰＵＣ
ＣＨリソースオフセットで構成され得る）。
【００３４】
　[0049]暗黙的リソース割振りは、ＰＤＣＣＨリソースまたはＰＤＳＣＨリソース（たと
えば、ＰＤＣＣＨバンドルにおける最初のもしくは最後のサブフレーム中のＰＤＣＣＨリ
ソース、またはＰＤＳＣＨバンドルにおける最初のもしくは最後のサブフレーム中のＰＤ
ＳＣＨリソース）に基づき得る。明示的リソース割振りの場合、ＭＴＣデバイスは、カバ
レージ拡張の下での送信のための明示的リソースで構成され得る。構成は、ＭＴＣデバイ
スの異なるカバレージ拡張レベルに従って、異なるＭＴＣデバイスに対して別個に行われ
得る。構成はまた、ＭＴＣデバイスが２つ以上のカバレージ拡張レベルで構成される場合
、単一のＭＴＣデバイスの異なるカバレージ拡張レベルに対して別個に行われ得る。所与
のカバレージ拡張レベルのための明示的リソースの数は、１つまたは複数であり得る。２
つ以上のリソースが構成される場合、制御チャネルは、どのリソースを使用すべきかをＭ
ＴＣデバイスに示し得る。
【００３５】
　[0050]以下の説明は例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適用可
能性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、論じられ
る要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例は、適宜、様々な手順また
は構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえば、説明される方法は、説明される
順序とは異なる順序で実行されることがあり、様々なステップが追加され、省略され、ま
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たは組み合わされることがある。また、いくつかの例に関して説明される特徴は、他の例
において組み合わされることがある。
【００３６】
　[0051]図１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００の一例を示
す。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５と、少なくとも１つのユーザ機器（
ＵＥ）１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。コアネットワーク１３０は、ユーザ
認証と、アクセス許可と、トラッキングと、インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性と
、他のアクセス、ルーティング、またはモビリティ機能とを与え得る。基地局１０５は、
バックホール（backhaul）リンク１３２（たとえば、Ｓ１など）を通じてコアネットワー
ク１３０とインターフェースする。基地局１０５は、ＵＥ１１５との通信のための無線構
成およびスケジューリングを実行し得るか、または基地局コントローラ（図示せず）の制
御下で動作し得る。様々な例では、基地局１０５は、ワイヤードまたはワイヤレス通信リ
ンクであり得るバックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ１など）を介して互いと直接ま
たは間接的に（たとえば、コアネットワーク１３０を通じて）通信し得る。
【００３７】
　[0052]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レス通信し得る。基地局１０５の各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１１０に通
信カバレージを提供し得る。いくつかの例では、基地局１０５は、基地トランシーバ局、
無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、
ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の適切な用語で呼ばれることがあ
る。基地局１０５のための地理的カバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分
のみを構成するセクタに分割され得る（図示せず）。ワイヤレス通信システム１００は、
異なるタイプの基地局１０５（たとえば、マクロセル基地局またはスモールセル基地局）
を含み得る。異なる技術のための重複する地理的カバレージエリア１１０があり得る
　[0053]いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、ロングタームエボリュー
ション（ＬＴＥ）／ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）ネットワークである。ＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａネットワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は、概して、基地局１
０５を表すために使用され得、ＵＥという用語は、概して、ＵＥ１１５を表すために使用
され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのｅＮＢが様々な地理的領域
にカバレージを提供する、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。たとえば、
各ｅＮＢまたは基地局１０５は、マクロセル、スモールセル、または他のタイプのセルに
通信カバレージを提供し得る。「セル」という用語は、コンテキストに応じて、基地局、
基地局に関連付けられたキャリアもしくはコンポーネントキャリア、またはキャリアもし
くは基地局のカバレージエリア（たとえば、セクタなど）を表すために使用され得る３Ｇ
ＰＰ（登録商標）用語である。
【００３８】
　[0054]マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメー
トル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥ１１５による
無制限アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、マクロセルと
同じまたは異なる（たとえば、認可、無認可などの）周波数帯域内で動作し得る、低電力
基地局である。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセルと、フェムトセルと、マイ
クロセルとを含み得る。ピコセルは、たとえば、小さい地理的エリアをカバーし得、ネッ
トワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥ１１５による無制限アクセスを可能に
し得る。フェムトセルも、小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、フェム
トセルとの関連付けを有するＵＥ１１５（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ）内の
ＵＥ１１５、自宅内のユーザのためのＵＥ１１５など）による制限付きアクセスを与え得
る。マクロセルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれることがある。スモールセルの
ためのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、またはホームｅＮ
Ｂと呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、４つな
どの）セル（たとえば、コンポーネントキャリア）をサポートし得る。
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【００３９】
　[0055]ワイヤレス通信システム１００は、同期動作または非同期動作をサポートし得る
。同期動作の場合、基地局１０５は同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局１
０５からの送信は時間的にほぼ整合され得る。非同期動作の場合、基地局１０５は異なる
フレームタイミングを有し得、異なる基地局１０５からの送信は時間的に整合されないこ
とがある。本明細書で説明される技法は、同期動作または非同期動作のいずれかに使用さ
れ得る。
【００４０】
　[0056]様々な開示される例のいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化プロト
コルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得、ユーザプレーン（
user plane）におけるデータは、ＩＰに基づき得る。無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤは
、論理チャネルを介して通信するためにパケットのセグメンテーションとリアセンブリと
を実行し得る。媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤは、優先度ハンドリングと、トランス
ポートチャネルへの論理チャネルの多重化とを実行し得る。ＭＡＣレイヤはまた、リンク
効率を改善するために、ＭＡＣレイヤにおいて再送信を行うためにハイブリッド自動再送
要求（ＨＡＲＱ）を使用し得る。制御プレーンでは、無線リソース制御（ＲＲＣ）プロト
コルレイヤは、ＵＥ１１５と基地局１０５との間のＲＲＣ接続の確立と構成と保守とを行
い得る。ＲＲＣプロトコルレイヤはまた、ユーザプレーンデータのための無線ベアラのコ
アネットワーク１３０サポートに使用され得る。物理（ＰＨＹ）レイヤにおいて、トラン
スポートチャネルは物理チャネルにマッピングされ得る。
【００４１】
　[0057]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅ１１５は固定またはモバイルであり得る。ＵＥ１１５は、移動局、加入者局、モバイル
ユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス
、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局
、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザ
エージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の適切な用語を
含むか、またはそのように当業者によって呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、セルラー
フォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンド
ヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォ
ン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、ス
モールセルｅＮＢ、リレー基地局などを含む様々なタイプの基地局およびネットワーク機
器と通信することが可能であり得る。
【００４２】
　[0058]いくつかのタイプのワイヤレスデバイスは、自動化された通信を提供し得る。自
動化されたワイヤレスデバイスは、ＭＴＣ通信またはＭ２Ｍ通信を実装するものを含み得
る。Ｍ２ＭまたはＭＴＣは、デバイスが人間の介入なしに互いとまたは基地局と通信する
ことを可能にするデータ通信技術を指すことがある。たとえば、Ｍ２ＭまたはＭＴＣは、
センサーまたはメーターを組み込んで情報を測定またはキャプチャし、情報を利用するこ
とができる中央サーバまたはアプリケーションプログラムにその情報を中継するか、また
はプログラムもしくはアプリケーションと対話する人間に情報を提示するデバイスからの
通信を指すことがある。いくつかのＵＥ１１５は、情報を収集するか、または機械の自動
化された挙動を可能にするように設計されたＭＴＣデバイスなどのＭＴＣデバイスであり
得る。ＭＴＣデバイスのための適用例の例としては、スマートメータリング、インベント
リ監視、水位監視、機器監視、ヘルスケア監視、野生生物監視、天候および地質学的事象
監視、フリート管理および追跡、リモートセキュリティ検知、物理的アクセス制御、なら
びにトランザクションベースのビジネスの課金がある。ＭＴＣデバイスは、低減されたピ
ークレートにおいて半二重（一方向）通信を使用して動作し得る。ＭＴＣデバイスはまた
、アクティブ通信に参加していないとき、電力節約「ディープスリープ」モードに入るよ
うに構成され得る。場合によっては、ＭＴＣデバイスは、スリープ間隔と交互になる通常
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の送信間隔のために構成され得る。
【００４３】
　[0059]ワイヤレス通信システム１００に示された通信リンク１２５は、ＵＥ１１５から
基地局１０５へのアップリンクＵＬ送信、または基地局１０５からＵＥ１１５へのダウン
リンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼ばれることも
あり、ＵＬ送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。各通信リンク１２５は、１つ
または複数のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、上記で説明された様々な無線技
術に従って変調された複数のサブキャリア（たとえば、異なる周波数の波形信号）からな
る信号であり得る。各被変調信号は、異なるサブキャリア上で送られ得、制御情報（たと
えば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、ユーザデータなどを搬送し
得る。通信リンク１２５は、（たとえば、対スペクトルリソースを使用する）周波数分割
複信（ＦＤＤ）動作または（たとえば、不対スペクトルリソースを使用する）時分割複信
（ＴＤＤ）動作を使用して、双方向通信を送信し得る。ＦＤＤ（たとえば、フレーム構造
タイプ１）およびＴＤＤ（たとえば、フレーム構造タイプ２）のためのフレーム構造が定
義され得る。
【００４４】
　[0060]ワイヤレス通信システム１００のいくつかの実施形態では、基地局１０５または
ＵＥ１１５は、基地局１０５とＵＥ１１５との間の通信品質と信頼性とを改善するために
、アンテナダイバーシティ方式を採用するための複数のアンテナを含み得る。追加または
代替として、基地局１０５またはＵＥ１１５は、同じまたは異なるコード化データを搬送
する複数の空間レイヤを送信するために、マルチパス環境を利用し得る多入力多出力（Ｍ
ＩＭＯ）技法を採用し得る。
【００４５】
　[0061]ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上での動作、すな
わち、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマルチキャリア動作と呼ばれることがあ
る特徴をサポートし得る。キャリアは、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャ
ネルなどと呼ばれることもある。「キャリア」、「コンポーネントキャリア」、「セル」
、および「チャネル」という用語は、本明細書では互換的に使用されることがある。ＵＥ
１１５は、キャリアアグリゲーションのために、複数のダウンリンクＣＣと１つまたは複
数のＵＬ　ＣＣとで構成され得る。キャリアアグリゲーションは、ＦＤＤコンポーネント
キャリアとＴＤＤコンポーネントキャリアの両方とともに使用され得る。
【００４６】
　[0062]ＬＴＥシステムは、ＤＬ上では直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）を利用し
、ＵＬ上ではシングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）を利用し得る。Ｏ
ＦＤＭＡおよびＳＣ－ＦＤＭＡは、システム帯域幅を、一般にトーン（tones）またはビ
ン（bins）とも呼ばれる複数（Ｋ）個の直交サブキャリアに区分する。各サブキャリアは
データで変調され得る。隣接するサブキャリア間の間隔は固定であり得、サブキャリアの
総数（Ｋ）はシステム帯域幅に依存し得る。たとえば、Ｋは、１．４、３、５、１０、１
５、または２０メガヘルツ（ＭＨｚ）の（ガード帯域をもつ）対応するシステム帯域幅に
対して、それぞれ、１５キロヘルツ（ＫＨｚ）のサブキャリア間隔をもつ７２、１８０、
３００、６００、９００、または１２００に等しくなり得る。システム帯域幅はまた、サ
ブバンドに区分され得る。たとえば、サブバンドは１．０８ＭＨｚをカバーすることがで
き、１つ、２つ、４つ、８つまたは１６個のサブバンドがあり得る。
【００４７】
　[0063]ＬＴＥにおける時間間隔は、基本時間単位（たとえば、サンプリング周期、Ｔｓ
＝１／３０，７２０，０００秒）の倍数単位で表され得る。時間リソースは、０から１０
２３にわたるシステムフレーム番号（ＳＦＮ）によって識別され得る、１０ｍｓの長さの
無線フレーム（Ｔｆ＝３０７２００・Ｔｓ）に従って編成され得る。各フレームは、０か
ら９までの番号を付けられた１０個の１ｍｓサブフレームを含み得る。サブフレームは、
２つの．５ｍｓスロットにさらに分割され得、スロットの各々は、（各シンボルにプリペ
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ンドされたサイクリックプレフィックスの長さに応じて）６つまたは７つの変調シンボル
期間を含んでいる。サイクリックプレフィックスを除いて、各シンボルは、２０４８個の
サンプル期間を含んでいる。場合によっては、サブフレームは、送信時間間隔（ＴＴＩ）
としても知られる、最小のスケジューリングユニットであり得る。他の場合には、ＴＴＩ
はサブフレームよりも短くてもよく、または（たとえば、短いＴＴＩバースト中で、また
は短いＴＴＩを使用する選択されたコンポーネントキャリア中で）動的に選択されてもよ
い。
【００４８】
　[0064]リソース要素は、１つのシンボル期間と１つのサブキャリア（１５ＫＨｚ周波数
範囲）とからなり得る。リソースブロックは、周波数領域中に１２個の連続サブキャリア
を含んでおり、各ＯＦＤＭシンボル中のノーマルサイクリックプレフィックスについて、
時間領域（１スロット）中に７つの連続ＯＦＤＭシンボル、または８４個のリソース要素
を含んでいることがある。いくつかのリソース要素は、ＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ）を含
み得る。ＤＬ－ＲＳは、セル固有基準信号（ＣＲＳ）とＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）とを
含み得る。ＵＥ－ＲＳは、ＰＤＳＣＨに関連付けられたリソースブロック上で送信され得
る。各リソース要素によって搬送されるビット数は、変調方式（各シンボル期間中に選択
され得るシンボルの構成）に依存し得る。したがって、ＵＥが受信するリソースブロック
が多いほど、また変調方式が高いほど、ＵＥのデータレートは高くなり得る。
【００４９】
　[0065]データは、論理チャネルと、トランスポートチャネルと、物理レイヤチャネルと
に分割され得る。チャネルはまた、制御チャネルとトラフィックチャネルとに分類され得
る。論理制御チャネルは、ページング情報のためのページング制御チャネル（ＰＣＣＨ）
と、ブロードキャストシステム制御情報のためのブロードキャスト制御チャネル（ＢＣＣ
Ｈ）と、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）スケジュ
ーリングおよび制御情報を送信するためのマルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）と、
専用制御情報を送信するための専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）と、ランダムアクセス情報
のための共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）と、専用ＵＥデータのためのＤＴＣＨと、マルチ
キャストデータのためのマルチキャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ）とを含み得る
。ＤＬトランスポートチャネルは、ブロードキャスト情報のためのブロードキャストチャ
ネル（ＢＣＨ）と、データ転送のためのダウンリンク共有チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ）と、
ページング情報のためのページングチャネル（ＰＣＨ）と、マルチキャスト送信のための
マルチキャストチャネル（ＭＣＨ）とを含み得る。ＵＬトランスポートチャネルは、アク
セスのためのランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）と、データのためのＵＬ共有チャネ
ル（ＵＬ－ＳＣＨ）とを含み得る。ＤＬ物理チャネルは、ブロードキャスト情報のための
物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）と、制御フォーマット情報のための物理制御
フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）と、制御およびスケジューリング情
報のための物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）と、ＨＡＲＱ状態メッセージの
ための物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）と、ユーザデータのための物理
ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）と、マルチキャストデータのための物理マルチ
キャストチャネル（ＰＭＣＨ）とを含み得る。ＵＬ物理チャネルは、アクセスメッセージ
のための物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）と、制御データのためのＰＵＣＣ
Ｈと、ユーザデータのための物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）とを含み得る。
【００５０】
　[0066]ＰＵＣＣＨは、コードと２つの連続するリソースブロックとによって定義される
制御チャネルにマッピングされ得る。Ｕｌ制御シグナリングは、セルのタイミング同期の
存在に依存し得る。スケジューリング要求（ＳＲ）およびチャネル品質インジケータ（Ｃ
ＱＩ）報告のためのＰＵＣＣＨリソースは、ＲＲＣシグナリングを通じて割り当てられ（
および失効され）得る。場合によっては、ＳＲのためのリソースは、ＲＡＣＨプロシージ
ャを通じて同期を獲得した後に割り当てられ得る。他の場合には、ＳＲは、ＲＡＣＨを通
じてＵＥ１１５に割り当てられないことがある（すなわち、同期したＵＥ１１５は、専用
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ＳＲチャネルを有することもあり、有しないこともある）。ＵＥがもはや同期しなくなっ
たとき、ＳＲおよびＣＱＩのためのＰＵＣＣＨリソースは失われ得る。
【００５１】
　[0067]（たとえば、ＰＵＣＣＨ上での）ＨＡＲＱ送信は、データがワイヤレス通信リン
ク１２５を介して正確に受信されることを保証する方法であり得る。ＨＡＲＱは、（たと
えば、巡回冗長検査（ＣＲＣ）を使用する）誤り検出、前方誤り訂正（ＦＥＣ）、および
再送信（たとえば、自動再送要求（ＡＲＱ））の組合せを含み得る。ＨＡＲＱは、劣悪な
無線状態（たとえば、信号対雑音状態）でのＭＡＣレイヤにおけるスループットを改善し
得る。インクリメンタル冗長ＨＡＲＱでは、不正確に受信されたデータは、データの復号
に成功する可能性全体を高めるために、バッファに記憶され、後続の送信と組み合わされ
得る。場合によっては、冗長ビットが、送信前に各メッセージに追加される。これは、劣
悪な状態において特に有用であり得る。他の場合には、冗長ビットは各送信に追加されな
いが、情報を復号しようとする試みの失敗を示す否定応答（ＮＡＣＫ）を元のメッセージ
の送信機が受信した後に再送信される。
【００５２】
　[0068]場合によっては、ＴＴＩ（たとえば、ＬＴＥにおける１ｍｓ、１つのサブフレー
ムの同等物）は、基地局１０５がＵＬ送信またはＤＬ送信のためにＵＥ１１５をスケジュ
ールし得る最小時間単位として定義され得る。たとえば、ＵＥ１１５がＤＬデータを受信
している場合、各１ｍｓ間隔の間、基地局１０５は、リソースを割り当て、そのＤＬデー
タを探すべき場所をＵＥ１１５に（ＰＤＣＣＨ送信を介して）示すことができる。送信が
失敗した場合、ＵＥ１１５（または基地局１０５）は、ＨＡＲＱプロシージャに従ってＮ
ＡＣＫで応答することができる。場合によっては、ＨＡＲＱプロシージャは、データの複
数の再送信をもたらすことがあり、このことは、遅延と損なわれたユーザエクスペリエン
スとをもたらすことがある。サービスの低下は、劣悪な無線状態（たとえば、セルのエッ
ジの近く）において特に重大であり得る。この低下は、ボイスオーバーインターネットプ
ロトコル（ＶｏＩＰ）（またはボイスオーバーロングタームエボリューション（ＶｏＬＴ
Ｅ））などの、いくつかの時間的制約のあるユーザサービスにとっては許容可能ではない
ことがある。ＴＴＩバンドリングは、そのような無線状態におけるワイヤレス通信リンク
１２５を改善するために使用され得る。ＴＴＩバンドリングは、典型的なＨＡＲＱ動作の
場合のように冗長バージョンを再送信する前にＮＡＣＫを待つのではなく、連続するまた
は連続しないサブフレーム（ＴＴＩ）のグループにおいて同じ情報の複数のコピーを送る
ことを伴い得る。
【００５３】
　[0069]本開示によれば、ＵＥ１１５などのワイヤレスデバイスは、送信時間間隔（ＴＴ
Ｉ）バンドリングパラメータで構成され得る。次いで、デバイスは、ＴＴＩバンドリング
パラメータに基づいて（たとえば、基地局１０５のサービングセルなどの別のワイヤレス
ノードからの暗黙的指示または明示的指示のいずれかを使用して）ＰＵＣＣＨのための１
つまたは複数のリソースを識別し、識別されたリソースを使用してＰＵＣＣＨを送信し得
る。デバイスはまた、ＴＴＩバンドリングパラメータに基づいてＤＣＩフォーマットを識
別し得る。たとえば、リソース割振り粒度レベルは、バンドリングパラメータに関連付け
られ得、ＤＣＩフィールドの長さは、リソース割振り粒度レベルに依存し得る。
【００５４】
　[0070]図２は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのため
のワイヤレス通信サブシステム２００の一例を示す。ワイヤレス通信サブシステム２００
は、図１を参照しながら説明されたＵＥ１１５の例であり得る、ＵＥ１１５－ａとＵＥ１
１５－ｂとを含み得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５のうちの１つまたは複数はＭＴＣ
デバイスであり得る。たとえば、図示のように、ＵＥ１１５－ｂはＭＴＣデバイスであり
得る。ワイヤレス通信サブシステム２００はまた、図１を参照しながら上記で説明された
基地局１０５の一例であり得る、基地局１０５－ａを含み得る。基地局１０５－ａは、通
信リンク１２５を介してそのカバレージエリア１１０－ａ内の任意のＵＥ１１５に制御と
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データとを送信し得る。たとえば、通信リンク１２５－ａは、ＵＥ１１５－ａと基地局１
０５－ａとの間の双方向通信を可能にし得るが、通信リンク１２５－ｂは、ＵＥ１１５－
ｂと基地局１０５－ａとの間の通信を提供し得る。
【００５５】
　[0071]ワイヤレス通信サブシステム２００は、送信されたサブフレームの受信状態を送
信エンティティ（たとえば、基地局１０５－ａ）に通知するために、ハイブリッド自動再
送要求（ＨＡＲＱ）フィードバック方式を採用し得る。ワイヤレス通信サブシステム２０
０はまた、１つまたは複数のＵＥ１１５のための通信のロバストネス（robustness）と信
頼性とを高め得るカバレージ拡張技法（たとえば、電力ブースティングまたはＴＴＩバン
ドリング）を使用し得る。
【００５６】
　[0072]ワイヤレス通信サブシステム２００は、異なる機能と異なる通信環境とを有する
ＵＥ１１５を含み得る。場合によっては、ＵＥ１１５はまた、２つ以上のレベルのＴＴＩ
バンドリングまたは他のカバレージ拡張で構成され得る。そのような場合、異なるＵＥ１
１５は、異なるレベルのＴＴＩバンドリングまたは他のカバレージ拡張を使用し得る。た
とえば、ＵＥ１１５－ａは、基地局１０５－ａのより近くに位置することがあり、ＭＴＣ
デバイスであり得るＵＥ１１５－ｂとは異なる無線機能を有することがある。ＵＥ１１５
－ｂは、信号減衰または干渉のレベルを高め得る、ＵＥ１１５－ａよりも長い送信経路を
有することがある。したがって、ＵＥ１１５－ｂは、ＵＥ１１５－ａによって使用される
カバレージ拡張レベルとは異なるカバレージ拡張レベルを使用し得る。場合によっては、
基地局１０５－ａは、ＵＥ１１５－ａとは異なるＴＴＩバンドリング構成（たとえば、よ
り高いレベルのＴＴＩバンドリング）を用いてＵＥ１１５－ｂを構成し得る。場合によっ
ては、ＰＵＣＣＨ送信のためのリソースは、（他の要因に加えて）各ＵＥ１１５によって
使用されるＴＴＩバンドリングのタイプ／レベルに基づいて、いくつかのサブフレームだ
けＤＬ送信からオフセットされ得る。これは、基地局１０５－ａがＵＥ１１５－ａおよび
ＵＥ１１５－ｂからのＰＵＣＣＨ送信（たとえば、ＨＡＲＱフィードバック）の衝突を防
止するのを可能にし得る。
【００５７】
　[0073]異なるレベルのＴＴＩバンドリングを採用するＵＥ１１５はまた、リソース割振
りのための異なる粒度レベルを割り振られ得る（たとえば、１つ、３つまたは６つのＲＢ
のセットにおいてＵＥ１１５のためにリソースが割り振られ得る）。割り振られたＲＢは
、周波数領域において隣接していてもよい。たとえば、ＵＥ１１５－ｂへの送信が周波数
領域中の６つのＲＢセグメントにおいて行われる場合、このことは、より短い時間期間に
おいて同じ量の情報が送信されることを可能にし得る。送信の持続時間は、電力消費量に
逆相関し得る。したがって、周波数領域にわたって拡散されるより多くのＲＢを割り振る
ことは、電力消費量を低減し得る。リソース割振り粒度を高めることは、基地局１０５－
ａ（または別のワイヤレスデバイス）が、どのＲＢがＵＥ１１５－ｂを対象とするかを示
すビット数を低減することも可能にし得る。したがって、いくつかの例では、異なるＤＣ
Ｉフォーマットは、異なるレベルのカバレージ拡張を採用するＵＥ１１５に使用され得る
。
【００５８】
　[0074]場合によっては、１つのサブフレーム内のおよび／または複数のサブフレームに
わたるＰＵＣＣＨリソースホッピングも採用され得る。しかしながら、ホッピングされた
リソースは、コヒーレントチャネル推定を可能にするために、複数のサブフレームにわた
る１つのサブフレーム内の同じＲＢ内にあることがある（すなわち、リソースは、同じＲ
Ｂ内で、ただし、異なるサイクリックシフトまたは拡散コードを用いてホッピングされる
ことがある）。一例として、ＰＵＣＣＨが２サブフレームのバンドリング長を有すると仮
定する。ＰＵＣＣＨは、第１のサブフレーム中の第１のスロットにおいてＲＢ０を使用し
、第１のフレーム中の第２のスロットオブにおいてＲＢ５を使用し得る。ＰＵＣＣＨは依
然として、第２のサブフレーム中の第１のロットにおいてＲＢ０を使用し、第２のフレー
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ム中の第２のスロットにおいてＲＢ５を使用するが、第１のサブフレームおよび第２のサ
ブフレームのためのＲＢ０（またはＲＢ５）中のリソースは異なり得る。別の例として、
ＰＵＣＣＨが２サブフレームのバンドリング長を有すると仮定する。ＰＵＣＣＨは、第１
のサブフレーム中の第１のスロットにおいてＲＢ０を使用し、第１のフレーム中の第２の
スロットオブにおいてＲＢ０を使用し得るが、ＲＢ０中のリソースは第１のスロットと第
２のスロットとで異なり得る。ＰＵＣＣＨは依然として、第２のサブフレーム中の第１の
スロットにおいてＲＢ０を使用し、第２のフレーム中の第２のスロットにおいてＲＢ０を
使用するが、第１のサブフレームおよび第２のサブフレームのためのＲＢ０中のリソース
は異なり得る。同様に、リソースホッピングは、ＰＤＳＣＨ、ＰＵＳＣＨなどの他のチャ
ネルのために有効化され得る。ＰＵＣＣＨミラーホッピングとＰＵＣＣＨのための１つの
ＲＢとを使用する、ＭＴＣデバイスなどのＵＥ１１５の場合、残りのリソースは、ＰＵＳ
ＣＨによって使用され得る（すなわち、デバイスがそれらのＲＢ上で監視する場合、キャ
リア帯域幅の中央の６つのＲＢからの残りの５つのＲＢ）。たとえば、１つのＲＢがＰＵ
ＣＣＨミラーホッピング用に指定される場合、また、ＰＵＳＣＨがそのＲＢ上で割り振ら
れる場合、ＰＵＳＣＨはＰＵＣＣＨを中心としてレートマッチングし得る。
【００５９】
　[0075]図３は、本開示の様々な態様による、リソースオフセット構成３００の一例を示
す。リソースオフセット構成３００は、図１～図２を参照しながら説明されたように、Ｕ
Ｅ１１５および基地局１０５によって使用され得る。リソースオフセット構成３００は、
異なるＵＥ１１５からのＰＵＣＣＨ送信の衝突を防止または緩和するようにスケジュール
され得る、ＤＬ制御ＴＴＩバンドル３０５、ＤＬデータＴＴＩバンドル３１０、およびＰ
ＵＣＣＨバンドル３１５の送信を含み得る。
【００６０】
　[0076]リソースオフセット構成３００は、基地局１０５などのワイヤレスノードから第
１のＵＥ１１５（図示せず）へのＤＬ制御ＴＴＩバンドル３０５－ａを含み得る。ＤＬ制
御ＴＴＩバンドル３０５－ａは、第１のＵＥ１１５のための制御情報を搬送し得る、同じ
サブフレームの１５個のバージョンを含み得る（すなわち、ＤＬ制御ＴＴＩバンドル３０
５－ａは、第１のレベルのＴＴＩバンドリングを有する送信であり得る）。ＤＬ制御ＴＴ
Ｉバンドル３０５－ａの送信の直後に、基地局１０５はＤＬデータＴＴＩバンドル３１０
－ａを送信し得る。ＤＬデータＴＴＩ３１０－ａは、ＤＬ制御ＴＴＩバンドル３０５－ａ
と同じＴＴＩバンドリングレベルを使用し得、第１のＵＥ１１５のためのデータを搬送す
るサブフレームの冗長バージョンを含み得る。第１のＵＥ１１５は、リソースオフセット
３２０－ａに従って、ＤＬデータＴＴＩ３１０－ａを受信し、ＰＵＣＣＨバンドル３１５
－ａを送信し得る。リソースオフセット３２０－ａは、第１のＵＥ１１５のＴＴＩバンド
リングに、または同じノードによってスケジュールされた他のＵＥ１１５のリソースオフ
セットなどの他の要因に基づき得る。
【００６１】
　[0077]リソースオフセット構成３００は、ワイヤレスノードから第２のＵＥ１１５（図
示せず）へのＤＬ制御ＴＴＩバンドル３０５－ｂを含み得る。ＤＬ制御ＴＴＩバンドル３
０５－ｂは、ＤＬ制御ＴＴＩバンドル３０５－ｂとは異なるレベルのＴＴＩバンドリング
を使用し得る（たとえば、ＤＬ制御ＴＴＩバンドル３０５－ｂは、同じサブフレームの４
つの冗長バージョンを含み得る）。ＤＬ制御ＴＴＩバンドル３０５－ｂの後、基地局１０
５はＤＬデータＴＴＩバンドル３１０－ｂを送信し得、ＤＬデータＴＴＩバンドル３１０
－ｂは、ＤＬ制御ＴＴＩバンドル３０５－ｂに対応し、したがって、同じＴＴＩバンドリ
ングを使用し得る。第２のＵＥ１１５は、ＤＬデータＴＴＩバンドル３１０－ｂを受信し
、ＤＬデータＴＴＩバンドル３１０－ｂに対応し、リソースオフセット３２０－ｂに従っ
て送信されるＰＵＣＣＨバンドル３１５－ｂを送り得る。リソースオフセット３２０－ｂ
は、第２のＵＥ１１５のためのＴＴＩバンドリングに少なくとも部分的に基づき得る。Ｐ
ＵＣＣＨバンドル３１５－ｂは、ＤＬ制御ＴＴＩバンドル３０５－ｂおよびＤＬデータＴ
ＴＩバンドル３１０－ｂと同じＴＴＩバンドリングを使用し得る。しかしながら、いくつ
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かの例では、ＤＬ制御ＴＴＩバンドル３０５、ＤＬデータＴＴＩバンドル３１０、および
ＰＵＣＣＨバンドル３１５のＴＴＩバンドリングレベルは異なり得る。
【００６２】
　[0078]リソースオフセット構成３００はまた、ワイヤレスノードと第３のＵＥ１１５（
図示せず）との間の通信を含み得る。第３のＵＥ１１５は、ＴＴＩバンドリングを使用し
ないことがある。したがって、ＤＬ制御ＴＴＩバンドル３０５－ｃは、制御情報を搬送す
るサブフレームの単一のバージョンを含み得る。したがって、ＤＬデータＴＴＩバンドル
３１０－ｃは、データを搬送するサブフレームの単一のバージョンを含み得る。第３のＵ
Ｅ１１５は、ＤＬデータＴＴＩバンドル３１０－ｃを受信し、それに応答してＰＵＣＣＨ
バンドル３１５－ｃを送信し得る。ＰＵＣＣＨバンドル３１５－ｃは、第３のＵＥ１１５
のためのＴＴＩバンドリングに基づき得るリソースオフセット３２０－ｃに従って送信さ
れ得る。したがって、リソースオフセット３２０は異なるＵＥ１１５ごとに異なり得、Ｕ
Ｅ１１５のカバレージ拡張に基づき得る。
【００６３】
　[0079]リソースオフセット構成３００に示されたＴＴＩバンドリングレベルおよびリソ
ースオフセットは、ＴＴＩバンドリングレベルおよびリソースオフセットの例であるが、
他の構成も可能である。また、場合によっては、ワイヤレスノードは、時間領域または周
波数領域のいずれかにおいてＵＥ１１５のグループへの送信をアグリゲートし得る。たと
えば、基地局１０５は、あるレベルのＴＴＩバンドリング（とあるリソースオフセットと
）を用いてＵＥ１１５が使用するための周波数領域中の利用可能なＲＢのサブセットを選
択する一方で、異なるＴＴＩバンドリングレベルと、場合によっては、異なるリソースオ
フセットとを用いてＵＥ１１５の別のグループが使用するための別の周波数領域を取って
おくことができる。別の例では、ワイヤレスノードは、異なる時間期間を、ある一定のレ
ベルのＴＴＩバンドリングを用いたＵＥ１１５との間の送信専用にすることができる。場
合によっては、単一のＵＥ１１５はまた、２つ以上のレベルのＴＴＩバンドリングまたは
２つ以上のリソースオフセットを使用するように構成され得る。
【００６４】
　[0080]図４は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのため
のリソースブロック割振り４００の一例を示す。リソースブロック割振り４００は、図１
を参照しながら説明されたＵＥ１１５または基地局１０５などのワイヤレスデバイスによ
って使用され得る。たとえば、基地局１０５は、特定のＵＥ１１５が使用するためのいく
つかのリソースブロックを割り振ることができる。リソース割振りは、所定のまたは動的
な粒度（すなわち、任意の所与のＴＴＩの間に特定のＵＥ１１５に割り当てられる最小数
のＲＢ）に従って行われ得る。リソースブロック割振り４００は３ＲＢ粒度で示されてい
るが、割振りの粒度は何らかの他の数のＲＢ（たとえば、１つ、２つ、または６つ）であ
り得る。
【００６５】
　[0081]リソースブロック割振り４００は、周波数領域において隣接して配置された６つ
のＲＢを含み得る例示的なリソースグループ４０５の４つの変形態を含み得る。リソース
グループ４０５は、キャリア帯域幅の中間の６つのＲＢを表し得る。すなわち、場合によ
っては、ＭＴＣデバイスなどのＵＥ１１５は、セル中の利用可能なＲＢからリソースグル
ープ４０５のみを受信するように構成され得る。３つのＲＢというリソース割振り粒度の
場合、ＲＢ割振りの４つの考えられる組合せがあり得る（すなわち、割振りは２ビットに
よって表され得る）。一例では、ＵＥ１１５が使用するために、リソースグループ４０５
－ａのＲＢセット４１０－ａが割り振られ得る。代替オプションでは、ＵＥ１１５のため
に、リソースグループ４０５－ｂのＲＢセット４１０－ｂが割り振られ得る。または、Ｕ
Ｅ１１５が使用するために、リソースグループ４０５－ｃのＲＢセット４１０－ｃが割り
振られ得る。追加の割振りオプションは、リソースグループ４０５－ｄによって示され得
、このリソースグループでは、ＵＥ１１５が使用するために、ＲＢセット４１０－ｄが割
り振られる。別の例として、３つのＲＢというリソース割振り粒度の場合、ＲＢ割振りの
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３つの考えられる組合せがあり得る（すなわち、割振りは２ビットによって表され得る）
。第１の組合せはＲＢセット４１０－ａによって示され得、第２の組合せはリソースグル
ープ４０５－ｄによって示され得るが、第３の組合せは６つのＲＢ全体である。この例で
は、リソース割振りの開始オフセットはリソース割振り粒度の関数でもある。すなわち、
リソース割振りはＲＢ０またはＲＢ３からのみ開始することができる。別の例として、Ｍ
ＴＣデバイスが２ＲＢ割振り（図示せず）を使用する場合、リソース割振りの５つの考え
られる組合せがあり得る（すなわち、リソース割振りを搬送するために３ビットが使用さ
れ得る）。一例として、第１の組合せは１番目の２つのＲＢであり得、第２の組合せは２
番目の２つのＲＢであり得、第３の組合せは３番目の２つのＲＢであり得、第４の組合せ
は１番目の４つのＲＢであり得るが、第５の組合せは６つのＲＢ全体であり得る。１ＲＢ
粒度では、リソース情報を搬送するために５ビットが使用され得る。
【００６６】
　[0082]したがって、リソース割振りは、ＭＴＣデバイスのそれぞれのＴＴＩバンドリン
グレベルに対応し得る様々なレベルの粒度に従って行われ得る。たとえば、高いＴＴＩバ
ンドリングレベルを有するＭＴＣデバイスは、制御／データチャネルのためにサブフレー
ム中のより多くのリソースを使用し得る。したがって、送信時間が低減され得、このこと
は電力消費量を低減し得る。言い換えれば、より高いＴＴＩバンドリングレベルを有する
ＭＴＣデバイスは、低いＴＴＩバンドリングレベルを有するＭＴＣデバイスよりも粗いリ
ソース粒度を使用し得る（たとえば、カバレージ拡張なしのＭＴＣデバイスは、単一のＲ
Ｂというリソース粒度を使用し得るが、高いレベルのカバレージ拡張を有するＭＴＣデバ
イスは、３つのＲＢまたは６つのＲＢというリソース粒度を使用し得る）。ＭＴＣデバイ
スが６ＲＢ割振りを使用する場合、スケジューリングノード（たとえば、基地局１０５）
は、ＰＤＣＣＨにおいてリソース割振りを示すことを控えることができ、このことは、リ
ソース割振りを搬送するために使用されるビット数全体を低減することができる。加えて
、そのような方式は、単一のＰＵＣＣＨリソースが情報を搬送することを可能にし得る。
【００６７】
　[0083]いくつかの例では、異なるＴＴＩバンドリングレベルを有するＭＴＣデバイスは
、異なるＤＣＩフォーマットを有し得、このことは、異なるリソース割振り粒度または異
なる変調コーディング方式（ＭＣＳ）セットに起因するものであり得る。一例として、１
というＴＴＩバンドリングレベル（すなわち、ＴＴＩバンドリングなし）の場合、変調お
よびコーディング方式の異なる組合せを示し得る５ビットＭＣＳ情報フィールドが使用さ
れ得る。変調は、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭなどを含み得る。対応するトランスポートブロッ
クサイズは、ＭＣＳ情報フィールドに少なくとも部分的に基づいて決定され得る。１より
も大きいＴＴＩバンドリングレベルの場合、変調およびコーディング方式の異なるセット
を示し得る２ビットＭＣＳ情報フィールドが使用され得る。変調は、ＱＰＳＫのみに限定
され得る。したがって、トランスポートブロックサイズは、やはり２ビットＭＣＳに少な
くとも部分的に基づいて決定され得る。そのような場合、ＭＴＣデバイスのより小さい制
御サイズがカバレージを改善し得る。代替例では、異なるカバレージレベルを有するＭＴ
Ｃデバイスは、異なる周波数ロケーションまたは時間ロケーションに配置され得る。たと
えば、５ＭＨｚシステムでは、各々が６つのＲＢである、４つのブロックがあり得る。各
ブロックは、同じカバレージレベルを有するＭＴＣデバイスの特定のセットに専用であり
得る。別の例では、６つのＲＢのブロックは、第１のカバレージレベルを有するＭＴＣデ
バイスのセットに使用され得、次いで、後で第２のカバレージレベルを有するＭＴＣデバ
イスの異なるセットに使用され得る。
【００６８】
　[0084]場合によっては、カバレージ拡張なしのＵＥ１１５は、１ＲＢ割振り粒度を使用
し得、カバレージ拡張ありのＭＴＣデバイスなどのＵＥ１１５は、３ＲＢリソース割振り
を使用し得る。場合によっては、複数のレベルのカバレージ拡張（たとえば、３つのレベ
ルのＴＴＩバンドリングに関連付けられた３つのレベル）があり得る。したがって、ハイ
ブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）リソースシグナリングに使用されるＰＵＣＣＨリソー
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スの総数は、ブロックの数または各ブロック内のリソース割振り粒度に依存し得る。
【００６９】
　[0085]場合によっては、リソース割振りの粒度は、ＵＥ１１５のＴＴＩバンドリングレ
ベルに少なくとも部分的に基づき得る。たとえば、より高いＴＴＩバンドリングレベルを
有するＵＥ１１５は、カバレージ拡張なしのＵＥ１１５よりも粗い粒度に従ってリソース
を割り振られ得る。たとえば、高いＴＴＩバンドリングレベルＵＥ１１５は６ＲＢ割振り
を使用し得るが、カバレージ拡張なしのＵＥ１１５は単一ＲＢ割振りを使用し得る。リソ
ース割振りの粒度は、ＰＵＣＣＨに使用されるリソースの数に影響を及ぼし得る（たとえ
ば、より粗いリソース割振りは、割当てを搬送するために使用されるＰＵＣＣＨリソース
の量を低減し得る）。たとえば、３ＲＢ粒度が使用されるとき、基地局１０５は２つのＰ
ＵＣＣＨリソースを使用し得る。
【００７０】
　[0086]図５は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのため
のプロセスフロー５００の一例を示す。プロセスフロー５００は、図１～図２を参照しな
がら上記で説明されたＵＥ１１５の一例であり得る、ＵＥ１１５－ｃを含み得る。場合に
よっては、ＵＥ１１５－ｃはＭＴＣデバイスであり得る。プロセスフロー５００はまた、
図１～図２を参照しながら上記で説明された基地局１０５の一例であり得る、基地局１０
５－ｂを含み得る。
【００７１】
　[0087]ステップ５０５において、ＵＥ１１５－ｃは、ＴＴＩバンドリングパラメータを
識別し得る。たとえば、基地局１０５－ｂは、ＴＴＩバンドリングパラメータを含む構成
メッセージを送信し得る。構成はまた、ＰＵＣＣＨ送信のためのリソースオフセットを（
暗黙的または明示的に）含み得る。
【００７２】
　[0088]ステップ５１０において、ＵＥ１１５－ｃは、ＴＴＩバンドリングパラメータま
たは基地局１０５－ｂからの指示に基づいて、ＰＵＣＣＨ送信のためのリソースオフセッ
トを識別し得る。
【００７３】
　[0089]ステップ５１５において、基地局は、ＤＬ制御情報とデータとをＵＥ１１５－ｃ
に送信し得る。ステップ５２０において、ＵＥ１１５－ｃは、ＴＴＩバンドリングパラメ
ータ（とＤＬ制御またはデータ送信のリソースインデックスと）に少なくとも部分的に基
づいて、ＵＬ制御チャネルのための１つまたは複数のリソースを識別し得る。いくつかの
例では、１つまたは複数のリソースを識別することは、暗黙的リソース割振りに基づく。
いくつかの例では、暗黙的リソース割振りは、ＰＤＣＣＨ（制御）リソースまたはＰＤＳ
ＣＨ（データ）リソースに少なくとも部分的に基づく。
【００７４】
　[0090]いくつかの例では、１つまたは複数のリソースを識別することは、サービングセ
ルのキャリア帯域幅の周波数範囲のセットとＴＴＩバンドリングパラメータのセットとの
間の対応関係に少なくとも部分的に基づき、ここにおいて、ＴＴＩバンドリングパラメー
タのセットは、ＵＬ制御チャネルのＴＴＩバンドリングパラメータを備える。場合によっ
ては、ＵＥ１１５－ｃは、リソースオフセットのセットとＴＴＩバンドリングパラメータ
のセットとの間の対応関係を決定し得、ここにおいて、ＴＴＩバンドリングパラメータの
セットは、ＵＬ制御チャネルのＴＴＩバンドリングパラメータを備える。いくつかの例で
は、１つまたは複数のリソースを識別することは、ＴＴＩバンドリングパラメータと対応
関係とに少なくとも部分的に基づいて、リソースオフセットのセットからリソースオフセ
ットを選択することを含む。
【００７５】
　[0091]ステップ５２５において、ＵＥ１１５－ｃは、１つまたは複数のリソースを使用
してＵＬ制御チャネルを送信し得る。たとえば、ＵＥ１１５－ｃは、ステップ５１５にお
いてＤＬデータの受信に成功したかどうかを示すＡＣＫまたはＮＡＣＫを送信し得る。基
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地局１０５－ｂは、同じリソースを使用してＵＬ制御チャネルを受信し得る。
【００７６】
　[0092]場合によっては、ＵＥ１１５－ｃはまた、ＴＴＩバンドリングパラメータに少な
くとも部分的に基づいて、ＤＣＩフォーマットを識別し得る。いくつかの例では、ＴＴＩ
バンドリングパラメータは、リソース割振り粒度レベルに対応する。いくつかの例では、
リソース割振り粒度レベルは、ＵＬ制御チャネルのためのリソースのセットを示すＤＣＩ
フィールドがリソース割振り粒度レベルに基づく数ビットを含むような、最小数の複数の
ＲＢに基づく。いくつかの例では、ＴＴＩバンドリングパラメータは、変調およびコーデ
ィング方式（ＭＣＳ）情報フィールドに対応し、ＤＣＩフォーマットは、ＭＣＳ情報フィ
ールドに基づく。
【００７７】
　[0093]一例として、ＵＥ１１５－ｃは、第１のＴＴＩバンドリング長を決定し、次いで
、第１のＴＴＩバンドリング長に基づいて、ＭＣＳ情報フィールドの第１の長さを決定し
得る。
【００７８】
　[0094]次いで、ＵＥ１１５－ｃは第２のＴＴＩバンドリング長を決定し得、ここで、第
２のＴＴＩバンドリング長は、第１のＴＴＩバンドリング長よりも大きくてもよい。次い
で、ＵＥ１１５－ｃは、第２のＴＴＩバンドリング長に基づいて、ＭＣＳ情報フィールド
の第２の長さを決定し得、ここで、ＭＣＳ情報フィールドの第２の長さは、ＭＣＳ情報フ
ィールドの第１の長さよりも小さい。
【００７９】
　[0095]図６は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのため
に構成されたワイヤレスデバイス６００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス６００
は、図１～図５を参照しながら説明されたＵＥ１１５または基地局１０５の態様の一例で
あり得る。ワイヤレスデバイス６００は、受信機６０５、ＰＵＣＣＨモジュール６１０、
または送信機６１５を含み得る。ワイヤレスデバイス６００はまた、プロセッサを含み得
る。これらの構成要素の各々は、互いと通信していることがある。
【００８０】
　[0096]ワイヤレスデバイス６００の構成要素は、個々にまたはまとめて、適用可能な機
能の一部または全部をハードウェアで実行するように適合された少なくとも１つの特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を用いて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つま
たは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、少なくとも１つのＩＣ上で実行さ
れ得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る
他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィ
ールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または別のセミカスタムＩＣ）が使用
され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用プ
ロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、
メモリ内で具現化された命令を用いて実装され得る。
【００８１】
　[0097]受信機６０５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネルに関連付
けられた制御情報（たとえば、制御チャネル、データチャネル、およびＭＴＣデバイスの
ためのＰＵＣＣＨに関する情報など）などの情報を受信し得る。情報は、ＰＵＣＣＨモジ
ュール６１０に、およびワイヤレスデバイス６００の他の構成要素に渡され得る。いくつ
かの例では、受信機６０５は、１つまたは複数のリソースを使用してＵＬ制御チャネルを
受信し得る（たとえば、基地局１０５は、ＰＵＣＣＨを受信し得る）。いくつかの例では
、受信機６０５は、ＴＴＩバンドリングパラメータのための複数のリソースの構成を受信
し得る（たとえば、ＵＥ１１５は、ＤＬ制御チャネルにおいて構成を受信し得る）。いく
つかの例では、受信機６０５は、ＤＬ制御チャネルにおいてリソース指示を受信し得る。
いくつかの例では、受信機６０５は、ＤＣＩフォーマットに少なくとも部分的に基づいて
、ＤＬ制御チャネルを受信し得る。
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【００８２】
　[0098]ＰＵＣＣＨモジュール６１０は、ＵＬ制御チャネルのＴＴＩバンドリングパラメ
ータを識別し、ＴＴＩバンドリングパラメータに少なくとも部分的に基づいて、ＵＬ制御
チャネルのための１つまたは複数のリソースを識別し得る。いくつかの例では、１つまた
は複数のリソースを識別することは、ワイヤレスノードから１つまたは複数のリソースの
指示を受信することを備える。
【００８３】
　[0099]送信機６１５は、ワイヤレスデバイス６００の他の構成要素から受信された信号
を送信し得る。いくつかの実施形態では、送信機６１５は、トランシーバモジュールにお
いて受信機６０５とコロケートされ（collocated）得る。送信機６１５は、単一のアンテ
ナを含み得るか、または複数のアンテナを含み得る。いくつかの例では、送信機６１５は
、１つまたは複数のリソースを使用してＵＬ制御チャネルを送信し得る（たとえば、ＵＥ
１１５は、ＰＵＣＣＨを送信し得る）。いくつかの例では、送信機６１５は、ＤＣＩフォ
ーマットに少なくとも部分的に基づいて、ＤＬ制御チャネルを送信し得る（たとえば、基
地局１０５は、ＰＤＣＣＨを送信し得る）。
【００８４】
　[0100]図７は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのため
のワイヤレスデバイス７００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス７００は、図１～
図６を参照しながら説明されたワイヤレスデバイス６００の態様の一例であり得る（たと
えば、ワイヤレスデバイス７００は、ＵＥ１１５または基地局１０５を表し得る）。ワイ
ヤレスデバイス７００は、受信機６０５－ａ、ＰＵＣＣＨモジュール６１０－ａ、または
送信機６１５－ａを含み得る。ワイヤレスデバイス７００はまた、プロセッサを含み得る
。これらの構成要素の各々は、互いと通信していることがある。ＰＵＣＣＨモジュール６
１０－ａはまた、バンドリングパラメータモジュール７０５と、ＵＬ制御リソースモジュ
ール７１０とを含み得る。
【００８５】
　[0101]ワイヤレスデバイス７００の構成要素は、個々にまたはまとめて、適用可能な機
能の一部または全部をハードウェアで実行するように適合された少なくとも１つのＡＳＩ
Ｃを用いて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニッ
ト（またはコア）によって、少なくとも１つのＩＣ上で実行され得る。他の実施形態では
、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る他のタイプの集積回路（た
とえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または別のセミカス
タムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つま
たは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォ
ーマットされた、メモリ内で具現化された命令を用いて実装され得る。
【００８６】
　[0102]受信機６０５－ａは、ＰＵＣＣＨモジュール６１０－ａに、およびワイヤレスデ
バイス７００の他の構成要素に渡され得る情報を受信し得る。ＰＵＣＣＨモジュール６１
０－ａは、図６を参照しながら上記で説明された動作を実行し得る。送信機６１５－ａは
、ワイヤレスデバイス７００の他の構成要素から受信された信号を送信し得る。
【００８７】
　[0103]バンドリングパラメータモジュール７０５は、図１～図５を参照しながら上記で
説明されたように、ＵＬ制御チャネルのＴＴＩバンドリングパラメータを識別し得る。場
合によっては、バンドリングパラメータモジュール７０５は、第１のＴＴＩバンドリング
長と第２のＴＴＩバンドリング長とを決定し得、ここで、第２のＴＴＩバンドリング長は
、第１のＴＴＩバンドリング長よりも大きい。
【００８８】
　[0104]ＵＬ制御リソースモジュール７１０は、図１～図５を参照しながら上記で説明さ
れたように、ＴＴＩバンドリングパラメータに少なくとも部分的に基づいて、ＵＬ制御チ
ャネルのための１つまたは複数のリソースを識別し得る。
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【００８９】
　[0105]図８は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのため
のＰＵＣＣＨモジュール６１０－ｂのブロック図を示す。ＰＵＣＣＨモジュール６１０－
ｂは、図６～図７を参照しながら説明されたＰＵＣＣＨモジュール６１０の態様の一例で
あり得る。ＰＵＣＣＨモジュール６１０－ｂは、バンドリングパラメータモジュール７０
５－ａと、ＵＬ制御リソースモジュール７１０－ａとを含み得る。これらのモジュールの
各々は、図７を参照しながら上記で説明された機能を実行し得る。ＰＵＣＣＨモジュール
６１０－ｂはまた、暗黙的割振りモジュール８０５と、周波数範囲モジュール８１０と、
リソースオフセットモジュール８１５と、リソース選択モジュール８２０と、ホッピング
パターンモジュール８２５と、ＤＣＩフォーマットモジュール８３０と、リソース割振り
粒度モジュール８３５と、ＭＣＳ情報フィールドモジュール８４０とを含み得る。
【００９０】
　[0106]ＰＵＣＣＨモジュール６１０－ｂの構成要素は、個々にまたはまとめて、適用可
能な機能の一部または全部をハードウェアで実行するように適合された少なくとも１つの
ＡＳＩＣを用いて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理
ユニット（またはコア）によって、少なくとも１つのＩＣ上で実行され得る。他の実施形
態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る他のタイプの集積回
路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または別のセ
ミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、
１つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるよう
にフォーマットされた、メモリ内で具現化された命令を用いて実装され得る。
【００９１】
　[0107]暗黙的割振りモジュール８０５は、図１～図５を参照しながら上記で説明された
ように、１つまたは複数のリソースを識別することが、暗黙的リソース割振りに基づいて
、１つまたは複数のリソースを識別することを含み得るように構成され得る。いくつかの
例では、暗黙的リソース割振りは、ＰＤＣＣＨリソースまたはＰＤＳＣＨリソースに少な
くとも部分的に基づき得る。
【００９２】
　[0108]周波数範囲モジュール８１０は、図１～図５を参照しながら上記で説明されたよ
うに、１つまたは複数のリソースを識別することが、サービングセルのキャリア帯域幅の
周波数範囲のセットとＴＴＩバンドリングパラメータのセットとの間の対応関係に少なく
とも部分的に基づいて、１つまたは複数のリソースを識別することを含み得、ここにおい
て、ＴＴＩバンドリングパラメータのセットが、ＵＬ制御チャネルのＴＴＩバンドリング
パラメータを含み得るように構成され得る。
【００９３】
　[0109]リソースオフセットモジュール８１５は、図１～図５を参照しながら上記で説明
されたように、リソースオフセットのセットとＴＴＩバンドリングパラメータのセットと
の間の対応関係を決定し得、ここにおいて、ＴＴＩバンドリングパラメータのセットは、
ＵＬ制御チャネルのＴＴＩバンドリングパラメータを備える。いくつかの例では、１つま
たは複数のリソースを識別することは、ＴＴＩバンドリングパラメータと対応関係とに少
なくとも部分的に基づいて、リソースオフセットのセットからリソースオフセットを選択
することを備える。リソースオフセットモジュール８１５はまた、ＴＴＩバンドリングパ
ラメータに対応するリソースオフセットを示す構成を受信し得、ここにおいて、１つまた
は複数のリソースを識別することは、リソースオフセットに基づく。
【００９４】
　[0110]リソース選択モジュール８２０は、図１～図５を参照しながら上記で説明された
ように、指示に基づいて、ＴＴＩバンドリングパラメータのための構成された複数のリソ
ースから１つのリソースを識別し得る。
【００９５】
　[0111]ホッピングパターンモジュール８２５は、図１～図５を参照しながら上記で説明
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されたように、１つまたは複数のリソースを識別することが、リソースブロック中の複数
のサブフレームを介したバンドル送信のためのリソースホッピングパターンを識別するこ
とを含み得るように構成され得る。
【００９６】
　[0112]ＤＣＩフォーマットモジュール８３０は、図１～図５を参照しながら上記で説明
されたように、ＴＴＩバンドリングパラメータに少なくとも部分的に基づいて、ＤＣＩフ
ォーマットを識別し得る。
【００９７】
　[0113]リソース割振り粒度モジュール８３５は、図１～図５を参照しながら上記で説明
されたように、ＴＴＩバンドリングパラメータが、リソース割振り粒度レベルに対応し、
ここにおいて、ＤＣＩフォーマットが、リソース割振り粒度レベルに少なくとも部分的に
基づき得るように構成され得る。いくつかの例では、リソース割振り粒度レベルは、最小
数の複数のＲＢに基づき得、ここにおいて、ＵＬ制御チャネルのためのリソースのセット
を示すＤＣＩフィールドは、リソース割振り粒度レベルに基づく数ビットを備える。いく
つかの例では、リソース割振り粒度レベルは、１ＲＢという最小数に基づき得、ここにお
いて、ＵＬ制御チャネルのためのリソースのセットを示すＤＣＩフィールドは、リソース
割振り粒度レベルに基づくいくつかのビットを備える。
【００９８】
　[0114]ＭＣＳ情報フィールドモジュール８４０は、ＴＴＩバンドリング長に基づいて、
ＭＣＳ情報フィールドの長さを決定し得る。ＭＣＳ情報フィールドモジュール８４０は、
図１～図５を参照しながら上記で説明されたように、ＴＴＩバンドリングパラメータが、
ＭＣＳ情報フィールドに対応し、ここにおいて、ＤＣＩフォーマットが、ＭＣＳ情報フィ
ールドに少なくとも部分的に基づき得るように構成され得る。ＭＣＳ情報フィールドモジ
ュール８４０はまた、第２のＴＴＩバンドリング長に基づいて、ＭＣＳ情報フィールドの
第２の長さを決定し得、ここで、ＭＣＳ情報フィールドの第２の長さは、ＭＣＳ情報フィ
ールドの第１の長さよりも小さい。
【００９９】
　[0115]図９は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのため
に構成されたＵＥ１１５を含むシステム９００の図を示す。システム９００は、図１～図
８を参照しながら上記で説明されたＵＥ１１５、ワイヤレスデバイス６００またはワイヤ
レスデバイス７００の一例であり得る、ＵＥ１１５－ｄを含み得る。ＵＥ１１５－ｄは、
図６～図８を参照しながら説明されたＰＵＣＣＨモジュール６１０の一例であり得る、Ｐ
ＵＣＣＨモジュール９１０を含み得る。ＵＥ１１５－ｄはまた、カバレージ拡張モジュー
ル９２５を含み得る。ＵＥ１１５－ｄはまた、通信を送信するための構成要素と通信を受
信するための構成要素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素を含み得
る。たとえば、ＵＥ１１５－ｄは、ＵＥ１１５－ｅまたは基地局１０５－ｃと双方向に通
信し得る。
【０１００】
　[0116]カバレージ拡張モジュール９２５は、図１～図５を参照しながら上記で説明され
たように、ＴＴＩバンドリングパラメータが、デバイスのカバレージ拡張設定に少なくと
も部分的に基づき得るように構成され得る。いくつかの例では、デバイスはＭＴＣデバイ
スであり得る。
【０１０１】
　[0117]ＵＥ１１５－ｄはまた、プロセッサモジュール９０５と、メモリ９１５（ソフト
ウェア（ＳＷ）を含む）９２０と、トランシーバモジュール９３５と、１つまたは複数の
アンテナ９４０とを含み得、それらの各々は、直接または間接的に（たとえば、バス９４
５を介して）互いと通信し得る。トランシーバモジュール９３５は、上記で説明されたよ
うに、アンテナ９４０またはワイヤードリンクもしくはワイヤレスリンクを介して、１つ
または複数のネットワークと双方向に通信し得る。たとえば、トランシーバモジュール９
３５は、基地局１０５または別のＵＥ１１５と双方向に通信し得る。トランシーバモジュ
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ール９３５は、パケットを変調し、被変調パケットを送信のためにアンテナ９４０に与え
、アンテナ９４０から受信されたパケットを復調するためのモデムを含み得る。ＵＥ１１
５－ｄは、単一のアンテナ９４０を含み得るが、ＵＥ１１５－ｄは、複数のワイヤレス送
信を同時に送信または受信することが可能な複数のアンテナ９４０を有することもある。
【０１０２】
　[0118]メモリ９１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と読取り専用メモリ（ＲＯ
Ｍ）とを含み得る。メモリ９１５は、実行されると、プロセッサモジュール９０５に本明
細書で説明される様々な機能（たとえば、ＭＴＣデバイスのためのＰＵＣＣＨなど）を実
行させる命令を含むコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウ
ェアコード９２０を記憶し得る。代替的に、ソフトウェア／ファームウェアコード９２０
は、プロセッサモジュール９０５によって直接実行可能ではないことがあるが、（たとえ
ば、コンパイルされ実行されると）コンピュータに本明細書で説明される機能を実行させ
得る。プロセッサモジュール９０５は、インテリジェントハードウェアデバイス（たとえ
ば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなど）を含み得る。
【０１０３】
　[0119]図１０は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのた
めに構成された基地局１０５を含むシステム１０００の図を示す。システム１０００は、
図１～図８を参照しながら上記で説明されたように、ワイヤレスデバイス６００、ワイヤ
レスデバイス７００、または基地局１０５の一例であり得る、基地局１０５－ｄを含み得
る。基地局１０５－ｄは、図７～図９を参照しながら説明された基地局ＰＵＣＣＨモジュ
ール１０１０の一例であり得る、基地局ＰＵＣＣＨモジュール１０１０を含み得る。基地
局１０５－ｄはまた、通信を送信するための構成要素と通信を受信するための構成要素と
を含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素を含み得る。たとえば、基地局１
０５－ｄは、（ＭＴＣデバイスであり得る）ＵＥ１１５－ｆまたはＵＥ１１５－ｇと双方
向に通信し得る。
【０１０４】
　[0120]場合によっては、基地局１０５－ｄは、１つまたは複数のワイヤードバックホー
ルリンクを有し得る。基地局１０５－ｄは、コアネットワーク１３０へのワイヤードバッ
クホールリンク（たとえば、Ｓ１インターフェースなど）を有し得る。基地局１０５－ｄ
はまた、基地局間バックホールリンク（たとえば、Ｘ２インターフェース）を介して、基
地局１０５－ｅおよび基地局１０５－ｆなどの他の基地局１０５と通信し得る。基地局１
０５の各々は、同じまたは異なるワイヤレス通信技術を使用してＵＥ１１５と通信し得る
。場合によっては、基地局１０５－ｄは、基地局通信モジュール１０２５を利用して１０
５－ｅまたは１０５－ｆなどの他の基地局と通信し得る。いくつかの実施形態では、基地
局通信モジュール１０２５は、基地局１０５のいくつかの間の通信を行うために、ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａワイヤレス通信ネットワーク技術内でＸ２インターフェースを提供し得る。
いくつかの実施形態では、基地局１０５－ｄは、コアネットワーク１３０を通じて他の基
地局と通信し得る。場合によっては、基地局１０５－ｄは、ネットワーク通信モジュール
１０３０を通じてコアネットワーク１３０と通信し得る。
【０１０５】
　[0121]基地局１０５－ｄは、プロセッサモジュール１００５と、メモリ１０１５（ソフ
トウェア（ＳＷ）１０２０を含む）と、トランシーバモジュール１０３５と、アンテナ１
０４０とを含み得、それらはそれぞれ、直接または間接的に（たとえば、バスシステム１
０４５を介して）互いと通信していることがある。トランシーバモジュール１０３５は、
アンテナ１０４０を介して、マルチモードデバイスであり得るＵＥ１１５と双方向に通信
するように構成され得る。トランシーバモジュール１０３５（または基地局１０５－ｄの
他の構成要素）はまた、アンテナ１０４０を介して、１つまたは複数の他の基地局（図示
せず）と双方向に通信するように構成され得る。トランシーバモジュール１０３５は、パ
ケットを変調し、被変調パケットを送信のためにアンテナ１０４０に与え、アンテナ１０
４０から受信されたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。基地局１０
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５－ｄは、各々が１つまたは複数の関連するアンテナ１０４０を有する、複数のトランシ
ーバモジュール１０３５を含み得る。トランシーバモジュールは、図６の組み合わされた
受信機６０５および送信機６１５の一例であり得る。
【０１０６】
　[0122]メモリ１０１５は、ＲＡＭとＲＯＭとを含み得る。メモリ１０１５はまた、実行
されると、プロセッサモジュール１０１０に本明細書で説明される様々な機能（たとえば
、ＭＴＣデバイスのためのＰＵＣＣＨ、カバレージ拡張技法を選択すること、呼処理、デ
ータベース管理、メッセージルーティングなど）を実行させるように構成された命令を含
んでいるコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェアコード１０２０を記憶し
得る。代替的に、ソフトウェア１０２０は、プロセッサモジュール１００５によって直接
実行可能ではないことがあるが、たとえば、コンパイルされ実行されると、コンピュータ
に本明細書で説明される機能を実行させるように構成され得る。プロセッサモジュール１
００５は、インテリジェントハードウェアデバイス、たとえば、ＣＰＵ、マイクロコント
ローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。プロセッサモジュール１００５は、エンコーダ、キュ
ー処理モジュール、ベースバンドプロセッサ、無線ヘッドコントローラ、デジタル信号プ
ロセッサ（ＤＳＰ）などの様々な専用プロセッサを含み得る。
【０１０７】
　[0123]基地局通信モジュール１０２５は、他の基地局１０５との通信を管理し得る。通
信管理モジュールは、他の基地局１０５と協働してＵＥ１１５との通信を制御するための
コントローラまたはスケジューラを含み得る。たとえば、基地局通信モジュール１０２５
は、ビームフォーミングまたはジョイント送信などの様々な干渉緩和技法のためのＵＥ１
１５への送信のためのスケジューリングを協調させ得る。
【０１０８】
　[0124]図１１は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのた
めの方法１１００を示すフローチャートを示す。方法１１００の動作は、図１～図１０を
参照しながら説明されたように、ワイヤレスデバイス（たとえば、ＵＥ１１５、ワイヤレ
スデバイス６００、またはワイヤレスデバイス７００）またはその構成要素によって実装
され得る。たとえば、方法１１００の動作は、図６～図９を参照しながら説明されたよう
に、ＰＵＣＣＨモジュール６１０によって実行され得る。いくつかの例では、ワイヤレス
デバイスは、以下で説明される機能を実行するようにワイヤレスデバイスの機能要素を制
御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ワイヤレスデバイス
は、専用ハードウェアを使用して以下で説明される機能態様を実行し得る。
【０１０９】
　[0125]ブロック１１０５において、ワイヤレスデバイスは、図１～図５を参照しながら
上記で説明されたように、ＵＬ制御チャネルのＴＴＩバンドリングパラメータを識別し得
る。いくつかの例では、ブロック１１０５の動作は、図７を参照しながら上記で説明され
たように、バンドリングパラメータモジュール７０５によって実行され得る。
【０１１０】
　[0126]ブロック１１１０において、ワイヤレスデバイスは、図１～図５を参照しながら
上記で説明されたように、ＴＴＩバンドリングパラメータに少なくとも部分的に基づいて
、ＵＬ制御チャネルのための１つまたは複数のリソースを識別し得る。いくつかの例では
、ブロック１１１０の動作は、図７を参照しながら上記で説明されたように、ＵＬ制御リ
ソースモジュール７１０によって実行され得る。
【０１１１】
　[0127]ブロック１１１５において、ワイヤレスデバイスは、図１～図５を参照しながら
上記で説明されたように、１つまたは複数のリソースを使用してＵＬ制御チャネルを送信
し得る。いくつかの例では、ブロック１１１５の動作は、図６を参照しながら上記で説明
されたように、送信機６１５によって実行され得る。
【０１１２】
　[0128]図１２は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのた
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めの方法１２００を示すフローチャートを示す。方法１２００の動作は、図１～図１０を
参照しながら説明されたように、ワイヤレスデバイス（たとえば、基地局１０５、ワイヤ
レスデバイス６００、またはワイヤレスデバイス７００）またはその構成要素によって実
装され得る。たとえば、方法１２００の動作は、図６～図９を参照しながら説明されたよ
うに、ＰＵＣＣＨモジュール６１０によって実行され得る。いくつかの例では、ワイヤレ
スデバイスは、以下で説明される機能を実行するようにワイヤレスデバイスの機能要素を
制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ワイヤレスデバイ
スは、専用ハードウェアを使用して以下で説明される機能態様を実行し得る。方法１２０
０はまた、図１１の方法１１００の態様を組み込むことができる。
【０１１３】
　[0129]ブロック１２０５において、ワイヤレスデバイスは、図１～図５を参照しながら
上記で説明されたように、ＵＬ制御チャネルのＴＴＩバンドリングパラメータを識別し得
る。いくつかの例では、ブロック１２０５の動作は、図７を参照しながら上記で説明され
たように、バンドリングパラメータモジュール７０５によって実行され得る。
【０１１４】
　[0130]ブロック１２１０において、ワイヤレスデバイスは、図１～図５を参照しながら
上記で説明されたように、ＴＴＩバンドリングパラメータに少なくとも部分的に基づいて
、ＵＬ制御チャネルのための１つまたは複数のリソースを識別し得る。いくつかの例では
、ブロック１２１０の動作は、図７を参照しながら上記で説明されたように、ＵＬ制御リ
ソースモジュール７１０によって実行され得る。
【０１１５】
　[0131]ブロック１２１５において、ワイヤレスデバイスは、図１～図５を参照しながら
上記で説明されたように、１つまたは複数のリソースを使用してＵＬ制御チャネルを受信
し得る。いくつかの例では、ブロック１２１５の動作は、図６を参照しながら上記で説明
されたように、受信機６０５によって実行され得る。
【０１１６】
　[0132]図１３は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのた
めの方法１３００を示すフローチャートを示す。方法１３００の動作は、図１～図１０を
参照しながら説明されたように、ワイヤレスデバイス（たとえば、ＵＥ１１５、ワイヤレ
スデバイス６００またはワイヤレスデバイス７００）またはその構成要素によって実装さ
れ得る。たとえば、方法１３００の動作は、図６～図９を参照しながら説明されたように
、ＰＵＣＣＨモジュール６１０によって実行され得る。いくつかの例では、ワイヤレスデ
バイスは、以下で説明される機能を実行するようにワイヤレスデバイスの機能要素を制御
するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ワイヤレスデバイスは
、専用ハードウェアを使用して以下で説明される機能態様を実行し得る。方法１３００は
また、図１１～図１２の方法１１００および１２００の態様を組み込むことができる。
【０１１７】
　[0133]ブロック１３０５において、ワイヤレスデバイスは、図１～図５を参照しながら
上記で説明されたように、ＵＬ制御チャネルのＴＴＩバンドリングパラメータを識別し得
る。いくつかの例では、ブロック１３０５の動作は、図７を参照しながら上記で説明され
たように、バンドリングパラメータモジュール７０５によって実行され得る。
【０１１８】
　[0134]ブロック１３１０において、ワイヤレスデバイスは、図１～図５を参照しながら
上記で説明されたように、ＴＴＩバンドリングパラメータに少なくとも部分的に基づいて
、ＵＬ制御チャネルのための１つまたは複数のリソースを識別し得る。たとえば、ワイヤ
レスデバイスは、図１～図５を参照しながら上記で説明されたように、ＴＴＩバンドリン
グパラメータのための複数のリソースの構成を受信し得る。いくつかの例では、ブロック
１３１０の動作は、図６を参照しながら上記で説明されたように、受信機６０５によって
実行され得る。
【０１１９】
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　[0135]ブロック１３１５において、ワイヤレスデバイスは、図１～図５を参照しながら
上記で説明されたように、ＤＬ制御チャネルにおいて指示を受信し得る。いくつかの例で
は、ブロック１３１５の動作は、図６を参照しながら上記で説明されたように、受信機６
０５によって実行され得る。
【０１２０】
　[0136]ブロック１３２０において、ワイヤレスデバイスは、図１～図５を参照しながら
上記で説明されたように、指示に基づいて、ＴＴＩバンドリングパラメータのための構成
された複数のリソースから１つのリソースを識別し得る。いくつかの例では、ブロック１
３２０の動作は、図８を参照しながら上記で説明されたように、リソース選択モジュール
８２０によって実行され得る。
【０１２１】
　[0137]図１４は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのた
めの方法１４００を示すフローチャートを示す。方法１４００の動作は、図１～図１０を
参照しながら説明されたように、ワイヤレスデバイス（たとえば、ＵＥ１１５、ワイヤレ
スデバイス６００またはワイヤレスデバイス７００）またはその構成要素によって実装さ
れ得る。たとえば、方法１４００の動作は、図６～図９を参照しながら説明されたように
、ＰＵＣＣＨモジュール６１０によって実行され得る。いくつかの例では、ワイヤレスデ
バイスは、以下で説明される機能を実行するようにワイヤレスデバイスの機能要素を制御
するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ワイヤレスデバイスは
、専用ハードウェアを使用して以下で説明される機能態様を実行し得る。方法１４００は
また、図１１～図１３の方法１１００、１２００、および１３００の態様を組み込むこと
ができる。
【０１２２】
　[0138]ブロック１４０５において、ワイヤレスデバイスは、図１～図５を参照しながら
上記で説明されたように、ＵＬ制御チャネルのＴＴＩバンドリングパラメータを識別し得
る。いくつかの例では、ブロック１４０５の動作は、図７を参照しながら上記で説明され
たように、バンドリングパラメータモジュール７０５によって実行され得る。
【０１２３】
　[0139]ブロック１４１０において、ワイヤレスデバイスは、図１～図５を参照しながら
上記で説明されたように、ＴＴＩバンドリングパラメータに少なくとも部分的に基づいて
、ＤＣＩフォーマットを識別し得る。いくつかの例では、ブロック１４１０の動作は、図
８を参照しながら上記で説明されたように、ＤＣＩフォーマットモジュール８３０によっ
て実行され得る。
【０１２４】
　[0140]ブロック１４１５において、ワイヤレスデバイスは、図１～図５を参照しながら
上記で説明されたように、ＤＣＩフォーマットに少なくとも部分的に基づいて、ＤＬ制御
チャネルを受信し得る。いくつかの例では、ブロック１４１５の動作は、図６を参照しな
がら上記で説明されたように、受信機６０５によって実行され得る。
【０１２５】
　[0141]図１５は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのた
めの方法１５００を示すフローチャートを示す。方法１５００の動作は、図１～図１０を
参照しながら説明されたように、ワイヤレスデバイス（たとえば、基地局１０５、ワイヤ
レスデバイス６００、またはワイヤレスデバイス７００）またはその構成要素によって実
装され得る。たとえば、方法１５００の動作は、図６～図９を参照しながら説明されたよ
うに、ＰＵＣＣＨモジュール６１０によって実行され得る。いくつかの例では、ワイヤレ
スデバイスは、以下で説明される機能を実行するようにワイヤレスデバイスの機能要素を
制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ワイヤレスデバイ
スは、専用ハードウェアを使用して以下で説明される機能態様を実行し得る。方法１５０
０はまた、図１１～図１４の方法１１００、１２００、１３００、および１４００の態様
を組み込むことができる。
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【０１２６】
　[0142]ブロック１５０５において、ワイヤレスデバイスは、図１～図５を参照しながら
上記で説明されたように、ＵＬ制御チャネルのＴＴＩバンドリングパラメータを識別し得
る。いくつかの例では、ブロック１５０５の動作は、図７を参照しながら上記で説明され
たように、バンドリングパラメータモジュール７０５によって実行され得る。
【０１２７】
　[0143]ブロック１５１０において、ワイヤレスデバイスは、図１～図５を参照しながら
上記で説明されたように、ＴＴＩバンドリングパラメータに少なくとも部分的に基づいて
、ＤＣＩフォーマットを識別し得る。いくつかの例では、ブロック１５１０の動作は、図
８を参照しながら上記で説明されたように、ＤＣＩフォーマットモジュール８３０によっ
て実行され得る。
【０１２８】
　[0144]ブロック１５１５において、ワイヤレスデバイスは、図１～図５を参照しながら
上記で説明されたように、ＤＣＩフォーマットに少なくとも部分的に基づいて、ＤＬ制御
チャネルを送信し得る。いくつかの例では、ブロック１５１５の動作は、図６を参照しな
がら上記で説明されたように、送信機６１５によって実行され得る。
【０１２９】
　[0145]図１６は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨのた
めの方法１６００を示すフローチャートを示す。方法１６００の動作は、図１～図１０を
参照しながら説明されたように、ワイヤレスデバイス（たとえば、ＵＥ１１５、ワイヤレ
スデバイス６００、またはワイヤレスデバイス７００）またはその構成要素によって実装
され得る。たとえば、方法１６００の動作は、図６～図９を参照しながら説明されたよう
に、ＰＵＣＣＨモジュール６１０によって実行され得る。いくつかの例では、ワイヤレス
デバイスは、以下で説明される機能を実行するようにワイヤレスデバイスの機能要素を制
御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ワイヤレスデバイス
は、専用ハードウェアを使用して以下で説明される機能態様を実行し得る。方法１６００
はまた、図１１～図１５の方法１１００、１２００、１３００、１４００、および１５０
０の態様を組み込むことができる。
【０１３０】
　[0146]ブロック１６０５において、ワイヤレスデバイスは、図１～図５を参照しながら
上記で説明されたように、ＵＬ制御チャネルのＴＴＩバンドリングパラメータを識別し得
る。ＴＴＩバンドリングパラメータは、ＭＣＳ情報フィールドに対応し得、ここにおいて
、ＤＣＩフォーマットは、ＭＣＳ情報フィールドに少なくとも部分的に基づく。たとえば
、ワイヤレスデバイスは、第１のＴＴＩバンドリング長を決定し得る。いくつかの例では
、ブロック１６０５の動作は、図７を参照しながら上記で説明されたように、バンドリン
グパラメータモジュール７０５によって実行され得る。
【０１３１】
　[0147]ブロック１６１０において、ワイヤレスデバイスは、図１～図５を参照しながら
上記で説明されたように、ＴＴＩバンドリングパラメータに少なくとも部分的に基づいて
、ＤＣＩフォーマットを識別し得る。たとえば、ワイヤレスデバイスは、図１～図５を参
照しながら上記で説明されたように、第１のＴＴＩバンドリング長に基づいて、ＭＣＳ情
報フィールドの第１の長さを決定し得る。いくつかの例では、ブロック１６１０の動作は
、図８を参照しながら上記で説明されたように、ＭＣＳ情報フィールドモジュール８４０
によって実行され得る。
【０１３２】
　[0148]ブロック１６１５において、ワイヤレスデバイスは、図１～図５を参照しながら
上記で説明されたように、第２のＴＴＩバンドリング長を決定し得、ここで、第２のＴＴ
Ｉバンドリング長は、第１のＴＴＩバンドリング長よりも大きい。いくつかの例では、ブ
ロック１６１５の動作は、図７を参照しながら上記で説明されたように、バンドリングパ
ラメータモジュール７０５によって実行され得る。
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【０１３３】
　[0149]ブロック１６２０において、ワイヤレスデバイスは、図１～図５を参照しながら
上記で説明されたように、第２のＴＴＩバンドリング長に基づいて、ＭＣＳ情報フィール
ドの第２の長さを決定し得、ここで、ＭＣＳ情報フィールドの第２の長さは、ＭＣＳ情報
フィールドの第１の長さよりも小さい。いくつかの例では、ブロック１６２０の動作は、
図８を参照しながら上記で説明されたように、ＭＣＳ情報フィールドモジュール８４０に
よって実行され得る。
【０１３４】
　[0150]このようにして、方法１１００、１２００、１３００、１４００、１５００、お
よび１６００は、ＭＴＣデバイスを用いたＰＵＣＣＨを提供し得る。方法１１００、１２
００、１３００、１４００、１５００、および１６００は可能な実装形態について説明し
ていることと、動作およびステップは、他の実装形態が可能であるように、並べ替えられ
るかまたは場合によっては修正され得ることとに留意されたい。いくつかの例では、方法
１１００、１２００、１３００、１４００、１５００、および１６００のうちの２つ以上
からの態様が組み合わされ得る。
【０１３５】
　[0151]添付の図面に関して上記に記載した詳細な説明は、例示的な実施形態について説
明しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入るすべての実施形態を表すとは限
らない。本明細書全体にわたって使用される「例示的」という用語は、「例、事例、また
は例示の働きをすること」を意味し、「好ましい」または「他の実施形態よりも有利な」
を意味しない。発明を実施するための形態は、説明された技法の理解を与えるための具体
的な詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの具体的な詳細なしに実践され
得る。場合によっては、説明された実施形態の概念を不明瞭にすることを回避するために
、よく知られている構造およびデバイスはブロック図の形態で示されている。
【０１３６】
　[0152]情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表され得
る。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、
信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子
、光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１３７】
　[0153]本明細書の本開示に関して説明される様々な例示的なブロックおよびモジュール
は、汎用プロセッサ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡもしくは他のプログラマブル論理デバ
イス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、または本明細
書で説明される機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実装また
は実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロ
セッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態
機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ（たとえば、
ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携す
る１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成）として実
装され得る。
【０１３８】
　[0154]本明細書で説明される機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せにおいて実装され得る。プロ
セッサによって実行されるソフトウェアにおいて実装される場合、機能は、１つまたは複
数の命令またはコードオンとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピ
ュータ可読媒体を介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示の範囲内および
添付の特許請求の範囲内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明され
た機能は、プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア
、ハードワイヤリング、またはこれらのうちのいずれかの組合せを使用して実装され得る
。機能を実装する特徴はまた、機能の部分が異なる物理ロケーションにおいて実装される
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ように分散されることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の
範囲を含めて、本明細書で使用される場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくと
も１つ」または「のうちの１つまたは複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用され
る「または」は、たとえば、［Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ］の列挙が、Ａ
またはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢ
およびＣ）を意味するような包括的列挙を示す。
【０１３９】
　[0155]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を容易にする任意の媒体を含む、非一時的コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を
含む。非一時的記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意
の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コンピュータ可読媒体は
、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登
録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁
気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス、または命令もしくはデータ
構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送もしくは記憶するために使用され得、汎
用もしくは専用コンピュータまたは汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得
る任意の他の非一時的媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可
読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブ
ル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイク
ロ波などのワイヤレス技術を使用してウェブサイト、サーバ、または他のリモートソース
から送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、また
は赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本
明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーディス
ク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶ
Ｄ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディ
スク（disc）を含み、ディスク（disk）は通常、データを磁気的に再生し、ディスク（di
sc）は、レーザーを用いてデータを光学的に再生する。上記の組合せも、コンピュータ可
読媒体の範囲内に含まれる。
【０１４０】
　[0156]本開示の前述の説明は、当業者が本開示を作成または使用することができるよう
に与えられる。本開示への様々な修正は、当業者には容易に明らかとなり、本明細書で定
義された一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。
したがって、本開示は、本明細書で説明される例および設計に限定されるべきではなく、
本明細書で開示される原理および新規の特徴に一致する最も広い範囲を与えられるべきで
ある。
【０１４１】
　[0157]本明細書で説明される技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続
（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ、および
他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムに使用され得る。「システム」および
「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡシステムは、Ｃ
ＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装し
得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００規格と、ＩＳ－９５規格と、ＩＳ－８５６規
格とをカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２０００　
１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、ＣＤＭＡ２０
００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、
広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））とＣＤＭＡの他の変形態とを含む。ＴＤＭＡ
システムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））などの無線技術
を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発
展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－
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ＯＦＤＭなどの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモ
バイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロングター
ムエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲ
Ａを使用するユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の新し
いリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびモ
バイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）は、「第３世代パートナーシッププロジェク
ト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership Project）と称する団体からの文書に記載
されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェク
ト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）と称する団体からの文書
に記載されている。本明細書で説明される技法は、上述のシステムおよび無線技術ならび
に他のシステムおよび無線技術に使用され得る。ただし、上記の説明では、例としてＬＴ
Ｅシステムについて説明し、上記の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本
技法はＬＴＥ適用例以外に適用可能である。
　以下に、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　アップリンク（ＵＬ）制御チャネルの送信時間間隔（ＴＴＩ）バンドリングパラメータ
を識別することと、
　前記ＴＴＩバンドリングパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記ＵＬ制御チャ
ネルのための１つまたは複数のリソースを識別することと
を備える方法。
　［Ｃ２］
　前記１つまたは複数のリソースを使用して前記ＵＬ制御チャネルを送信すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　前記１つまたは複数のリソースを使用して前記ＵＬ制御チャネルを受信すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記１つまたは複数のリソースを識別することが、
　暗黙的リソース割振りに基づいて、前記１つまたは複数のリソースを識別すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ５］
　前記暗黙的リソース割振りが、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）リソース
または物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）リソースのうちの少なくとも１つに
少なくとも部分的に基づく、Ｃ４に記載の方法。
　［Ｃ６］
　リソースオフセットのセットとＴＴＩバンドリングパラメータのセットとの間の対応関
係を決定することと、ここにおいて、前記ＴＴＩバンドリングパラメータのセットは、前
記ＵＬ制御チャネルの前記ＴＴＩバンドリングパラメータを備える、
　前記ＴＴＩバンドリングパラメータと前記対応関係とに少なくとも部分的に基づいて、
前記リソースオフセットのセットからリソースオフセットを選択することと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ７］
　前記ＴＴＩバンドリングパラメータに対応するリソースオフセットを示す構成を受信す
ること、ここにおいて、前記１つまたは複数のリソースを識別することは、前記リソース
オフセットに基づく、
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ８］
　前記１つまたは複数のリソースを識別することが、
　ワイヤレスノードから前記１つまたは複数のリソースの指示を受信すること
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をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ９］
　前記ＴＴＩバンドリングパラメータのための複数のリソースの構成を受信することと、
　ダウンリンク（ＤＬ）制御チャネルにおいて指示を受信することと、
　前記指示に基づいて、前記ＴＴＩバンドリングパラメータのための前記構成された複数
のリソースから１つのリソースを識別することと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１０］
　ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　アップリンク（ＵＬ）制御チャネルのＴＴＩバンドリングパラメータを識別することと
、
　前記ＴＴＩバンドリングパラメータに少なくとも部分的に基づいて、ダウンリンク制御
情報（ＤＣＩ）フォーマットを識別することと
を備える方法。
　［Ｃ１１］
　前記ＤＣＩフォーマットに少なくとも部分的に基づいて、ＤＬ制御チャネルを受信する
こと
をさらに備える、Ｃ１０に記載の方法。
　［Ｃ１２］
　前記ＤＣＩフォーマットに少なくとも部分的に基づいて、ＤＬ制御チャネルを送信する
こと
をさらに備える、Ｃ１０に記載の方法。
　［Ｃ１３］
　前記ＴＴＩバンドリングパラメータは、リソース割振り粒度レベルに対応し、ここにお
いて、前記ＤＣＩフォーマットは、前記リソース割振り粒度レベルに少なくとも部分的に
基づく、Ｃ１０に記載の方法。
　［Ｃ１４］
　前記ＴＴＩバンドリングパラメータは、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）情報フ
ィールドに対応し、ここにおいて、前記ＤＣＩフォーマットは、前記ＭＣＳ情報フィール
ドに少なくとも部分的に基づく、Ｃ１０に記載の方法。
　［Ｃ１５］
　第１のＴＴＩバンドリング長を決定することと、
　前記第１のＴＴＩバンドリング長に基づいて、前記ＭＣＳ情報フィールドの第１の長さ
を決定することと、
　第２のＴＴＩバンドリング長を決定することと、ここで、前記第２のＴＴＩバンドリン
グ長は、前記第１のＴＴＩバンドリング長よりも大きい、
　前記第２のＴＴＩバンドリング長に基づいて、前記ＭＣＳ情報フィールドの第２の長さ
を決定することと、ここで、前記ＭＣＳ情報フィールドの前記第２の長さは、前記ＭＣＳ
情報フィールドの前記第１の長さよりも小さい、
をさらに備える、Ｃ１４に記載の方法。
　［Ｃ１６］
　ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　アップリンク（ＵＬ）制御チャネルの送信時間間隔（ＴＴＩ）バンドリングパラメータ
を識別するための手段と、
　前記ＴＴＩバンドリングパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記ＵＬ制御チャ
ネルのための１つまたは複数のリソースを識別するための手段と
を備える装置。
　［Ｃ１７］
　前記１つまたは複数のリソースを使用して前記ＵＬ制御チャネルを送信するための手段
をさらに備える、Ｃ１６に記載の装置。
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　［Ｃ１８］
　前記１つまたは複数のリソースを使用して前記ＵＬ制御チャネルを受信するための手段
をさらに備える、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ１９］
　前記１つまたは複数のリソースを識別するための前記手段が、
　暗黙的リソース割振りに基づいて、前記１つまたは複数のリソースを識別するための手
段
をさらに備える、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ２０］
　前記暗黙的リソース割振りが、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）リソース
または物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）リソースのうちの少なくとも１つに
少なくとも部分的に基づく、Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２１］
　リソースオフセットのセットとＴＴＩバンドリングパラメータのセットとの間の対応関
係を決定するための手段と、ここにおいて、前記ＴＴＩバンドリングパラメータのセット
は、前記ＵＬ制御チャネルの前記ＴＴＩバンドリングパラメータを備える、
　前記ＴＴＩバンドリングパラメータと前記対応関係とに少なくとも部分的に基づいて、
前記リソースオフセットのセットからリソースオフセットを選択するための手段と
をさらに備える、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ２２］
　前記ＴＴＩバンドリングパラメータに対応するリソースオフセットを示す構成を受信す
るための手段、ここにおいて、前記１つまたは複数のリソースを識別することは、前記リ
ソースオフセットに基づく、
をさらに備える、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ２３］
　前記１つまたは複数のリソースを識別するための前記手段が、
　ワイヤレスノードから前記１つまたは複数のリソースの指示を受信するための手段
をさらに備える、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ２４］
　前記ＴＴＩバンドリングパラメータのための複数のリソースの構成を受信するための手
段と、
　ダウンリンク（ＤＬ）制御チャネルにおいて指示を受信するための手段と、
　前記指示に基づいて、前記ＴＴＩバンドリングパラメータのための前記構成された複数
のリソースから１つのリソースを識別するための手段と
をさらに備える、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ２５］
　ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　アップリンク（ＵＬ）制御チャネルのＴＴＩバンドリングパラメータを識別するための
手段と、
　前記ＴＴＩバンドリングパラメータに少なくとも部分的に基づいて、ダウンリンク制御
情報（ＤＣＩ）フォーマットを識別するための手段と
を備える装置。
　［Ｃ２６］
　前記ＤＣＩフォーマットに少なくとも部分的に基づいて、ＤＬ制御チャネルを受信する
ための手段
をさらに備える、Ｃ２５に記載の装置。
　［Ｃ２７］
　前記ＤＣＩフォーマットに少なくとも部分的に基づいて、ＤＬ制御チャネルを送信する
ための手段
をさらに備える、Ｃ２５に記載の装置。
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　［Ｃ２８］
　前記ＴＴＩバンドリングパラメータは、リソース割振り粒度レベルに対応し、ここにお
いて、前記ＤＣＩフォーマットは、前記リソース割振り粒度レベルに少なくとも部分的に
基づく、Ｃ２５に記載の装置。
　［Ｃ２９］
　前記ＴＴＩバンドリングパラメータは、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）情報フ
ィールドに対応し、ここにおいて、前記ＤＣＩフォーマットは、前記ＭＣＳ情報フィール
ドに少なくとも部分的に基づく、Ｃ２５に記載の装置。
　［Ｃ３０］
　第１のＴＴＩバンドリング長を決定するための手段と、
　前記第１のＴＴＩバンドリング長に基づいて、前記ＭＣＳ情報フィールドの第１の長さ
を決定するための手段と、
　第２のＴＴＩバンドリング長を決定するための手段と、ここで、前記第２のＴＴＩバン
ドリング長は、前記第１のＴＴＩバンドリング長よりも大きい、
　前記第２のＴＴＩバンドリング長に基づいて、前記ＭＣＳ情報フィールドの第２の長さ
を決定するための手段と、ここで、前記ＭＣＳ情報フィールドの前記第２の長さは、前記
ＭＣＳ情報フィールドの前記第１の長さよりも小さい、
をさらに備える、Ｃ２９に記載の装置。

【図１】 【図２】
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